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第　

回
電
気
工
事
業
全
国
大

19

会
の
開
催
に
あ
た
り
、
皆
様
方

に
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
全
国
大
会
も
、
今
回
で

　

回
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

19ま
す
が
、
こ
の
間
、
我
が
電
気

工
事
業
界
の
進
む
べ
き
道
と
、

結
束
を
図
る
た
だ
ひ
と
つ
の
場

と
し
て
、
ま
た
各
開
催
地
に
お

け
る
地
域
社
会
の
皆
様
方
に
我

が
業
界
の
実
情
を
十
分
に
ご
理

解
し
て
い
た
だ
く
場
と
し
て
、

大
き
な
足
跡
を
残
し
て
ま
い
り

ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
大
き
な

意
義
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
私
た
ち

電
気
工
事
業
界
と
密
接
な
関
係

に
あ
り
ま
す
各
界
各
位
の
ご
指

導
と
、
多
く
の
諸
先
輩
方
並
び

に
全
国
の
所
属
組
合
員
皆
様
方

の
強
力
な
ご
支
援
、
ご
協
力
の

賜
と
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

　

四
国
で
の
大
会
は
、
平
成
３

年
、
香
川
県
香
川
町
で
開
催
し

て
以
来　

年
ぶ
り
の
開
催
と
な

11

り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
日
本
の
社
会
環
境

も
電
気
工
事
業
界
を
取
り
巻
く

状
況
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

前
回
の
四
国
大
会
は
、
全
日

電
工
連
の
顧
問
と
し
て　

数
年

30

に
わ
た
り
ご
指
導
い
た
だ
き
、

四
国
電
気
工
事
組
合
会
長
で
も

あ
り
ま
し
た
越
智
伊
平
先
生
の

陣
頭
指
揮
の
も
と
で
盛
会
裡
に

開
催
し
、
大
き
な
成
果
を
残
し

大
変
思
い
出
に
残
る
大
会
と
な

り
ま
し
た
が
、
そ
の
越
智
伊
平

先
生
も
黄
泉
路
に
旅
立
た
れ
、

ま
た
、
昨
年
１
月
に
は
、
我
が

業
界
の
中
興
の
祖
と
も
い
う
べ

き
強
力
な
指
導
者
、
米
沢
外
秋

前
会
長
を
失
う
と
い
う
、
全
日

電
工
連
に
と
っ
て
は
誠
に
不
幸

な
出
来
事
が
続
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
間
、
日
本
経
済

も
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
、
現
在

で
は
、
深
刻
な
不
況
下
の
も
と

に
推
移
し
て
お
り
ま
す
が
、
同

時
に
、
新
し
い
日
本
社
会
の
構

造
改
革
に
向
け
て
規
制
緩
和
が

一
段
と
拡
大
促
進
さ
れ
、
そ
れ

に
伴
っ
て
各
業
界
の
垣
根
を
越

え
た
競
争
が
進
む
な
ど
、
社
会

状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、

厳
し
い
局
面
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
今
後
の

電
気
工
事
業
界
の
将
来
を
展
望

す
る
と
き
、
私
た
ち
業
界
の
最

大
の
課
題
は
、
電
気
工
事
業
界

の
構
造
改
革
で
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
電
気
工
事
業
界
と

し
て
、
こ
の
規
制
緩
和
に
い
か

に
対
応
で
き
る
か
、
こ
れ
に
業

界
の
将
来
が
か
か
っ
て
い
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
規
制
緩
和
の

中
で
、
従
来
型
の
屋
内
配
線
を

中
心
と
し
た
電
気
工
事
か
ら
、

情
報
化
、
高
齢
化
、
環
境
問
題

を
と
ら
え
た
電
気
設
備
工
事
な

ど
、
新
し
い
電
気
工
事
が
創
出

さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
技
術
や
設

備
に
対
す
る
対
応
と
と
も
に
、

従
来
型
の
公
共
工
事
の
減
少
、

小
子
化
、
あ
る
い
は
国
民
生
活

の
多
様
化
、
高
度
化
に
対
応
す

る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
な
ど
、

ス
ト
ッ
ク
需
要
の
掘
り
起
こ
し

が
よ
り
強
く
求
め
ら
れ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

当
然
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い

事
業
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
た
め
に
は
、

先
ず
、
着
実
に
自
ら
の
足
元
か

ら
見
直
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
第
一
は
、
信
頼
関
係
に

基
づ
く
生
涯
顧
客
の
獲
得
で
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
間
接
型
受

注
構
造
か
ら
脱
却
し
、
信
頼
関

係
に
基
づ
く
需
要
家
の
立
場
に

立
っ
た
提
案
型
技
術
営
業
へ
の

転
換
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
言
葉
に
す
る

と
簡
単
で
あ
り
ま
す
が
、
い
ざ

実
行
す
る
と
な
る
と
、
幾
多
の

困
難
な
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
あ
り
ま

す
。

　

全
日
電
工
連
で
は
、
こ
の
方

針
に
沿
っ
て
、
現
在
、
専
門
の

委
員
会
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
組
織
を
あ
げ
て
事
業

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
具
体
的
に
は
、
提

案
型
技
術
営
業
へ
向
け
て
の
条

件
整
備
と
周
知
事
業
、
保
守
管

理
業
務
を
通
じ
た
需
要
家
と
の

信
頼
関
係
の
構
築
、
さ
ら
に
提

案
型
技
術
営
業
へ
向
け
た
動
機

付
け
と
し
て
開
始
し
た
『
で
ん

き
元
気
』
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ

り
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
事
業

を
根
気
よ
く
、
継
続
的
に
続
け

る
と
と
も
に
、
製
・
販
・
工
の

各
業
界
並
び
に
電
力
会
社
の
ご

指
導
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
強
力
に
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

次
に
、
規
制
緩
和
に
伴
う
電

気
保
安
業
務
へ
の
取
り
組
み
で

あ
り
ま
す
。

　

一
昨
年
７
月
、
改
正
電
気
事

業
法
が
施
行
さ
れ
、
そ
の
中
で

一
般
用
電
気
工
作
物
の
調
査
等

の
保
安
業
務
に
つ
い
て
調
査
機

関
の
規
制
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
電
気
工
事
業
界
に
も
こ

の
事
業
に
参
入
の
道
が
開
か
れ

ま
し
た
こ
と
は
、
業
界
の
将
来

展
望
を
図
る
上
で
誠
に
画
期
的

な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

全
日
電
工
連
で
は
、
現
在
、

傘
下
の　

都
道
府
県
電
気
工
事

47

工
業
組
合
が
国
の
指
定
調
査
機

関
と
し
て
認
可
を
受
け
、
一
昨

年　

月
以
来
、
全
国
規
模
で
段

10
階
的
に
こ
の
調
査
業
務
に
参
入

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
規
模
と
し
て
は
ブ

ロ
ッ
ク
別
に
み
る
と
大
き
な
温

度
差
が
あ
り
、
今
後
は
一
段
の

受
託
拡
大
に
向
け
て
実
施
体
制

の
強
化
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

関
係
行
政
庁
、
各
電
力
会
社
、

関
係
団
体
各
位
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ご
理
解
を
賜
り
、
一
層

の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

　

今
後
、
一
般
用
電
気
工
作
物

の
調
査
を
は
じ
め
、
自
家
用
電

気
工
作
物
の
電
気
保
安
の
あ
り

方
に
つ
き
ま
し
て
も
、
現
在
、

経
済
産
業
省
の
電
力
安
全
小
委

員
会
で
検
討
さ
れ
て
お
り
、
私

も
一
委
員
と
し
て
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
一

段
の
規
制
緩
和
を
期
待
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
下
に
あ
り

ま
す
我
が
業
界
に
と
り
ま
し
て
、

ま
だ
ま
だ
解
決
す
べ
き
課
題
が

山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
技
術
に
対
応
の
で
き

る
技
術
者
の
育
成
を
は
じ
め
、

建
設
業
法
に
基
づ
く
施
工
管
理

技
士
の
養
成
拡
大
、
電
気
工
事

士
法
に
規
定
す
る
第
一
種
電
気

工
事
士
定
期
講
習
の
法
に
基
づ

く
周
知
徹
底
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
整
備
拡
大
、
後
継
者
育

成
、
福
利
厚
生
事
業
の
中
心
と

な
る
業
界
年
金
基
金
制
度
の
充

実
な
ど
、
こ
の
ほ
か
に
も
多
数

の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
山
積
す
る
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
所
属

組
合
員
の
一
段
の
結
束
と
と
も

に
全
国
の
電
気
工
事
業
者
の
結

集
に
よ
る
組
織
の
強
化
が
強
く

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
諸
々
の

課
題
に
挑
戦
し
、
従
来
に
も
ま

し
て
地
域
社
会
の
皆
様
方
の
信

頼
に
お
応
え
で
き
る
態
勢
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
一

層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
て

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

調査業務実施体制を強化一般用電
気工作物

第 19 回電気工事業全国大会

全
日
本
電
気
工
事
業

工

業

組

合

連

合

会

会
長

徳

住　

一

郎

　
　

提

案

型

技

術

営
業
の
推
進
に
向
け
て

需
要
家
の
立
場

に

立

っ

た

広
告
ス
ペ
ー
ス

広告スペース
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月
7
日
、
自
然
と

11
　
　

歴
史
の
街
愛
媛
県
松
山
市
で

愛媛県松山市で開催

全
国
か
ら
大
勢
の

組
合
員
が
集
結

四国で語ろう”輝く未来”』
　

全
日
電
工
連
（
徳
住
一
郎
会
長
）
主
催
、
四
国
電
気
工
事
組
合
連
合
会
（
越
智
亀
一
会
長
）

主
管
に
よ
り
開
催
さ
れ
る
第　

回
電
気
工
事
業
全
国
大
会
が　

月
7
日
（
木
）、
愛
媛
県
松
山
市

19

11

内
の
愛
媛
県
県
民
文
化
会
館
に
お
い
て
幕
を
開
け
る
。
大
会
テ
ー
マ
に
、『
山
・
川
・
海
・
自
然

あ
ふ
れ
る
四
国
で
語
ろ
う
供
輝
く
未
来
僑』
を
掲
げ
、
業
界
の
構
造
改
革
を
訴
え
て
い
く
。
全
国

各
地
か
ら
大
勢
の
参
加
者
を
期
待
し
て
い
る
主
管
の
四
国
電
気
工
事
組
合
連
合
会
は
愛
媛
全
国

大
会
を
無
事
成
功
さ
せ
る
た
め
万
全
の
体
制
を
持
っ
て
臨
ん
で
い
る
。

　

1
9
8
3
年
に
第
1
回
が
開

催
さ
れ
た
電
気
工
事
業
全
国
大

会
は
、
全
日
電
工
連
恒
例
の
行

事
と
し
て
定
着
し
、
今
年
で
第

　

回
を
迎
え
る
。

19
　

同
大
会
は
全
国
所
属
組
合
員

代
表
が
一
堂
に
会
し
、
組
織
と

し
て
の
自
助
努
力
と
結
末
を
図

る
重
要
な
場
と
し
て
、
ま
た
電

気
工
事
業
界
に
お
け
る
秋
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
業
界
内
外

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
愛
媛
大
会
は
平
成
3

年　

月
に
開
催
さ
れ
た
香
川
大

10
会
以
来　

年
振
り
の
四
国
で
の

11

開
催
と
な
る
が
、
こ
の
間
日
本

経
済
は
バ
ブ
ル
崩
壊
を
契
機
に

長
引
く
不
況
に
苦
し
み
、
ま
た

規
制
緩
和
の
流
れ
の
中
で
業
界

が
生
き
残
る
た
め
に
は
、
業
界

の
根
本
的
な
構
造
改
革
が
急
務

で
あ
る
。

　

今
大
会
で
は
業
界
の
構
造
改

革
に
向
け
た
基
本
的
な
対
策
と

し
て
、
こ
こ
数
年
来
の
重
点
課

題
で
あ
る
提
案
型
技
術
営
業
の

推
進
を
は
じ
め
電
気
保
安
に
係

わ
る
調
査
に
つ
い
て
は
、
一
般

用
電
気
工
作
物
の
調
査
業
務
は
、

現
在
全
国　

都
道
府
県
工
組
が

46

国
の
指
定
調
査
機
関
の
指
定
を

受
け
て
お
り
、
北
海
道
、
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
7
県
、
北
陸
ブ
ロ
ッ

ク
3
県
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
1
都

7
県
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
1
県
、

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
1
府
、
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
2
県
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

4
県
、九
州
ブ
ロ
ッ
ク
8
県
（
沖

縄
含
む
）
に
お
い
て
す
で
に
同

業
務
を
開
始
し
て
い
る
が
、
各

都
道
府
県
工
組
で
受
託
シ
ェ
ア

格
差
や
新
増
設
・
定
期
調
査
比

率
の
偏
向
な
ど
の
是
正
を
図
り
、

未
実
施
の
工
組
に
対
し
て
も
各

電
力
会
社
へ
の
働
き
か
け
て
い

く
方
針
で
あ
り
、
本
大
会
は
電

気
保
安
の
更
な
る
推
進
・
確
保

の
観
点
か
ら
も
重
要
な
大
会
と

な
る
。

　

全
国
各
地
か
ら
大
勢
の
参
加

者
を
期
待
し
て
い
る
主
管
の
四

国
電
気
工
事
組
合
連
合
会
は
万

全
の
体
制
を
持
っ
て
臨
ん
で
お

り
、
大
会
当
日
は
新
た
な
電
気

工
事
業
界
の
輝
か
し
い
門
出
の

日
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

松
山
市
の
シ
ン
ボ
ル
、
松
山
城
と
道
後
温
泉

大 会 の 会 場 と な る 愛 媛 県 県 民 文 化 会 館

広告スペース



全 日 電 工 連 平成 14 年 11 月 1日第 404 号(3) ( 第３種郵便物認可)

あ
ら
ゆ
る
規
模
と
内
容
に

対

応

す

る

総

合

施

設

正面ロビーは開放感豊かな憩いのスペース
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会
場
と
な
る
愛
媛
県
県
民
文

化
会
館
は
、
松
山
空
港
か
ら
車

で
約　

分
、
Ｊ
Ｒ
松
山
駅
か
ら

40

電
車
や
バ
ス
で　

分
足
ら
ず
の

20

距
離
に
あ
り
、
豊
か
な
自
然
と

歴
史
を
持
つ
松
山
市
の
北
東
、

松
山
城
と
道
後
温
泉
の
間
に
位

置
す
る
。

　

昭
和　

年
に
建
造
さ
れ
た
地

61

上
5
階
地
下
2
階
の
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
の
建
物
は
、
メ
イ

ン
と
サ
ブ
の
大
小
ホ
ー
ル
、
多

目
的
ス
ペ
ー
ス
、
4
ヶ
国
語
の

同
時
通
訳
設
備
が
あ
る
特
別
会

議
室
や
テ
レ
ビ
会
議
室
な
ど
多

数
の
会
議
室
を
備
え
て
い
る
。

　

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
る
メ

イ
ン
ホ
ー
ル
は
約
2
、
2
5
0

㎡
と
同
施
設
の
中
核
を
成
し
、

客
席
は
1
階
か
ら
5
階
ま
で
約

3
、
0
0
0
名
の
収
容
人
員（
身

障
者
席
6
含
む
）
を
擁
す
る
。

ス
テ
ー
ジ
は
間
口
2
0
ｍ
、
奥

行　

・
7
ｍ
、
高
さ　

・
5
ｍ

24

10

の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を
誇
り
、

最
新
の
音
響
・
照
明
設
備
を
完

備
し
、
大
規
模
な
各
種
式
典
や

講
演
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
演
劇

な
ど
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
懇
親
会
会
場
と
な
る

「
真
珠
の
間
」
は
、
各
種
の
集

会
や
式
典
、
パ
ー
テ
ィ
、
展
示

場
と
し
て
利
用
で
き
、
立
食
で

最
大
約
二
千
人
の
催
し
物
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

第 19 回電気工事業全国大会
施

設
概

要

『山・川・海  自然あふれる
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▽
開
催
日　

  
平
成　

年　

月
7
日
（
木
）

14

11

▽
開
催
場
所

　

愛
媛
県
民
文
化
会
館
＝
松
山
市
道

後
町
2
丁
目
5
番
1
号

緯
0
8
9
（
9
2
3
）5
1
1
1

▽
主
催

全
日
本
電
気
工
事
業
工
業
組
合
連
合

会▽
主
管

四
国
電
気
工
事
組
合
連
合
会

▽
大
会
テ
ー
マ

「
山
・
川
・
海
・
自
然
あ
ふ
れ
る
四

国
で
語
ろ
う
供
輝
く
未
来
僑
」

▽
サ
ブ
テ
ー
マ

　

①
信
頼
関
係
に
基
づ
く
需
要
家
の

　

立
場
に
立
っ
た
提
案
型
技
術
営
業
の
展

　

開
と
そ
の
条
件
整
備

　

②
電
気
保
安
分
野
へ
の
組
織
を
あ
げ
た

　

取
り
組
み
と
一
段
の
規
制
緩
和
の
要
請

▽
大
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

〈
Ａ
〉
記
念
講
演
【　

：　

～　

：　

】

13

00

14

30

　
 
テ
ー
マ
『
勝
者
の
思
考
法
』

 　

講
演
者　

二
宮
清
純
（
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ

　

ー
ナ
リ
ス
ト
）

〈
Ｂ
〉
大
会
式
典
【　

：　

～　

：　

】

14

50

16

10

　

主
催
者
挨
拶　

　

来
賓
祝
辞

　

来
賓
紹
介

　

青
年
部
意
見
発
表

　

大
会
決
議

　

次
回
開
催
地
代
表
者
挨
拶

第 19 回全国大会開催要領

3 千人を収容する大会式典会場のメインホール

青年部意見交換会の会場となるサブホール

広告スペース



全 日 電 工 連 平成 14 年 11月 1 日(第３種郵便物認可) (4)第 404号

今年度目標

17、645 件

加藤全日電工連副会長

統
一
性
を
図
り
さ
ら
な
る
事
業
の
普
及
促
進

保
守
管
理
業
務
の
重
要
性

　
　
　
　
　

の
再
認
識
を

　

全
日
電
工
連
で
は
、
重
要
事

項
項
目
に
「
一
般
用
電
気
工
作

物
の
保
守
管
理
業
務
」
を
掲
げ
、

毎
年
コ
ン
ク
ー
ル
期
間
を
定
め
、

受
託
契
約
拡
大
に
努
め
て
き
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
毎
年
7
、

8
月
と
1
、
2
月
の
2
期
間

4
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
い
た
が
、

今
年
度
よ
り　

、
1
、
2
月
の

12

1
期
間
3
ヶ
月
に
改
め
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
、
来
月　

月
か

12

ら
『
第　

回
一
般
用
電
気
工
作

23

物
の
保
守
管
理
業
務
新
規
受
託

契
約
コ
ン
ク
ー
ル
』
が
始
ま
る
。

　

毎
年
通
常
総
会
の
席
上
行
わ

れ
る
表
彰
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
期

『
第　

回
新
規
受
託 
 

23

 

契
約

コ
ン
ク
ー
ル
』

業
界
活

性
化
委

司会の尾池一仁氏

司会の寺尾三樹男氏

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
業
界
活
性
化
委
員
会

全国から研修会講師の候補者を集め説明会を開いた

間
中
に
組
合
1
0
0
件
以
上
、

組
合
員　

件
以
上
対
象
に
新
規

10

契
約
を
し
た
合
計
件
数
で
表
彰

す
る
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
及
び
年

間
総
件
数
（
更
新
及
新
規
契
約
）

と
年
間
新
規
契
約
件
数
、
さ
ら

に
受
託
件
数
の
実
績
が
1
0
0

件
以
上
の
組
合
で
前
年
度
実
績

に
対
し
て　

％
以
上
の
純
増
実

10

績
を
達
成
し
た
組
合
に
つ
い
て

努
力
賞
な
ど
が
あ
る
。

　

全
日
電
工
連
は　

月
4
日
画
、

10

雇
用
高
度
化
委
員
会
か
ら
改
称

し
た
第
二
回
目
の
業
界
活
性
化

委
員
会
（
藤
澤
一
公
委
員
長
）

を
開
催
し
た
。

　

提
案
型
技
術
営
業
へ
向
け
て

の
条
件
整
備
を
推
進
し
て
い
く

上
で
、「
企
業
規
模
別
で
対
象
を

絞
り
込
ん
で
い
く
方
が
効
果
的

で
は
な
い
か
。」
と
い
う
意
見
や
、

と
雇
用
高
度
化
事
業
と
し
て
進

め
て
き
た
提
案
型
技
術
営
業
へ

向
け
て
の
条
件
整
備
事
業
を
混

同
し
て
し
ま
っ
て
い
る
組
合
も

あ
る
。
」な
ど
の
問
題
点
に
早
急

に
対
応
し
、
同
事
業
の
統
一
性

を
図
り
効
率
よ
く
推
進
し
て
い

く
た
め
、
研
修
会
の
講
師
を
養

成
し
て
い
く
説
明
会
を
開
催
し

た
。

　

同
説
明
会
は
、
司
会
に
業
界

活
性
化
委
員
会
委
員
の
尾
池
一

仁
、
寺
尾
三
樹
男
両
氏
が
担
当
。

平
成　

年
度
か
ら
3
ヶ
年
に
わ

11

た
っ
て
全
日
電
工
連
が
実
施
し

た
「
電
気
工
事
業
産
業
雇
用
高

度
化
推
進
事
業
」
の
結
果
を
集

約
し
た
テ
キ
ス
ト
『
挑
戦
！
提

案
型
技
術
営
業
で
収
益
改
善
』

な
ど
を
基
礎
資
料
に
、
出
席
者

が
そ
れ
ぞ
れ
発
言
し
て
い
く
討

論
会
形
式
で
進
行
。

　

司
会
の
尾
池
氏
は
、「
業
界
活

性
化
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
だ
け

で
は
同
推
進
事
業
の
普
及
活
動

に
限
界
が
あ
る
。
皆
様
に
は
各

地
に
お
け
る
研
修
会
等
の
講
師

と
し
て
率
先
し
て
普
及
活
動
に

努
め
て
頂
け
る
よ
う
研
修
を
し

て
い
き
た
い
。」
と
同
説
明
会
の

開
催
目
的
を
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
技
術
経
営
委
員
会
が

中
心
と
な
っ
て
昨
年
9
月
か
ら

実
施
し
て
い
る
『
で
ん
き　

元

気
』
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
の
整
合

性
に
つ
い
て
は
、「
同
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
は
提
案
型
技
術
営
業
の
動

機
付
け
と
し
て
の
一
連
の
事
業

を
実
施
し
て
い
る
が
、
同
時
に

条
件
整
備
と
し
て
提
案
型
技
術

営
業
の
シ
ス
テ
ム
構
築
が
必
要

で
あ
る
。
提
案
型
技
術
営
業
は

継
続
性
が
求
め
ら
れ
、
生
涯
顧

客
を
よ
り
多
く
作
り
信
頼
関
係

に
基
づ
く
提
案
型
技
術
営
業
を

構
築
す
る
こ
と
が
最
終
目
的
で

あ
る
」
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

今
後
全
日
電
工
連
で
は
、
全

国
各
ブ
ロ
ッ
ク
や
工
組
と
調
整

し
、
各
地
で
提
案
型
技
術
営
業

へ
向
け
て
の
条
件
整
備
に
関
す

る
研
修
会
を
開
催
し
、
さ
ら
な

る
事
業
の
普
及
促
進
を
図
っ
て

い
く
。

　

全
日
電
工
連
で
は
、
同
委
員

会
で
議
題
に
上
っ
た
提
案
型
技

術
営
業
へ
向
け
て
の
条
件
整
備

を
構
築
す
る
上
で
「
こ
れ
ま
で

の
研
修
会
で
は
、
顧
客
カ
ル
テ

作
成
に
焦
点
が
偏
り
非
常
に
取

り
組
み
に
く
い
印
象
を
与
え
て

し
ま
っ
て
い
る
」、
ま
た
「
『
で

ん
き　

元
気
』
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

全
日
電
工
連
は　

月
4
日
画
、
提
案
型
技
術
営
業
へ
向
け
て
の
条
件
整
備
推
進
事
業
の
一
環

10

と
し
て
『
研
修
会
講
師
養
成
の
た
め
の
説
明
会
』
を
東
京
・
芝
の
全
日
電
工
連
会
館
で
開
い
た
。

同
説
明
会
に
は
、
雇
用
高
度
化
委
員
会
か
ら
改
称
し
た
業
界
活
性
化
委
員
会
（
藤
澤
一
公
委
員

長
）
の
委
員
ほ
か
、
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
ば
れ
た
研
修
会
講
師
候
補
者　

名
も
出
席
。
今

21

後
提
案
型
技
術
営
業
へ
向
け
て
の
条
件
整
備
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
重
要
性
を
鑑
み
て
の
開

催
と
な
っ
た
。

提案型技術営業へ向けての条件整備

教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
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来 月 1 2 月 か ら
『 第 2 3 回 コ ン
ク ー ル 』開 始

研
修
内
容
な
ど
統
一
性
が
重
要

研
修
会
講
師
養
成
の

　

た
め
の
説
明
会
を
開
催

雇
用
高
度
化
事
業
と
し
て
進
め

て
き
た
提
案
型
技
術
営
業
へ
向

け
て
の
条
件
整
備
事
業
と
『
で

ん
き　

元
気
』
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
を
混
同
し
て
し
ま
っ
て
い
る

組
合
も
あ
る
な
ど
両
事
業
の
明

確
な
説
明
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
今
後
両
事
業
が

共
通
の
目
的
を
持
っ
た
事
業
で

あ
る
と
の
認
識
を
徹
底
す
る
と

と
も
に
研
修
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
進
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
研
修

内
容
の
統
一
性
を
持
た
せ
る
た

め
、「
標
準
と
な
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
が
急
務
と
な
る
。
」と
の
意

見
が
出
た
。

　

同
委
員
会
で
は
、
ス
ム
ー
ズ

に
同
事
業
を
進
め
て
い
く
た
め
、

全
国
各
地
で
今
後
開
催
さ
れ
る

研
修
会
の
講
師
を
養
成
し
て
い

く
。

　

全
日
電
工
連
で
は
、
本
年
度

目
標
1
7
、
6
4
5
件
を
達
成

す
べ
く
保
守
管
理
業
務
業
発
展

の
た
め
の
画
期
的
な
突
破
口
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

広告スペース
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長
岡
会
場
（
上
）
と
新
潟
会
場
（
下
）
の
模
様
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北
陸
電
気
工
事
組
合
連
合
会

（
小
林
稔
会
長
）
は　

月　

日

10

11

画
、
富
山
県
富
山
市
の
北
陸
電

力
研
修
セ
ン
タ
ー
で
第
9
回
配

電
工
事
安
全
技
能
競
技
会
を
開

催
し
た
。
同
競
技
会
は
、
配
電

工
事
技
能
教
育
の
一
環
と
し
て

毎
年
開
催
し
て
お
り
今
年
で
9

回
目
。

　

会
場
に
は
、
北
陸
三
県
各
電

工
組
か
ら
外
線
部
門
と
引
込
線

部
門
の
そ
れ
ぞ
れ
3
チ
ー
ム
の

競
技
出
場
者
の
ほ
か
、
全
て
の

外
線
事
業
所
と
引
込
線
事
業
所

か
ら
の
見
学
者
、
北
陸
電
力
な

ど
か
ら
の
来
賓
を
含
め
、
約
3

0
0
名
が
参
加
し
た
。

　

競
技
内
容
は
、
外
線
工
事
の

部
は
、
ホ
ッ
ト
ス
テ
ィ
ッ
ク
を

使
用
し
た
「
間
接
活
線
工
法
に

よ
る
高
圧
線
柱
間
切
断
工
事
」、

ま
た
、
引
込
線
工
事
の
部
は「
活

線
近
接
作
業
に
よ
る
低
圧
引
込

線
取
替
工
事
」
。い
ず
れ
も
持
ち

時
間
は　

分
で
行
わ
れ
た
。

90

　

競
技
に
先
立
ち
、
小
林
稔
北

陸
電
工
連
会
長
か
ら
、「
本
競
技

会
の
趣
旨
は
単
に
優
劣
を
競
う

だ
け
で
な
く
、
競
技
に
出
な
い

人
も
含
め
全
員
が
自
社
と
比
較

し
研
修
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と

強
調
し
、
ま
た
、「
我
々
配
電
工

事
業
者
の
経
営
環
境
は
、
今
後

益
々
厳
し
く
な
る
と
想
定
さ
れ
、

安
全
作
業
を
前
提
に
品
質
を
確

保
し
な
が
ら
如
何
に
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
図
る
か
が
テ
ー
マ
で
あ

る
」
と
指
摘
し
、
経
営
努
力
を

求
め
た
。

　

続
い
て
挨
拶
に
立
っ
た
北
陸

皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿

電
力
㈱
の
柳
澤
取
締
役
営
業
技

術
部
長
は
「
平
成　

年
度
か
ら

15

直
接
活
線
作
業
を
廃
止
し
、
間

接
活
線
作
業
又
は
停
電
作
業
に

移
行
す
る
予
定
で
あ
り
、
間
接

活
線
作
業
を
早
く
習
熟
し
て
欲

し
い
」
と
要
望
し
た
。

　

当
日
は
、
汗
ば
む
よ
う
な
秋

晴
れ
の
天
気
の
も
と
、
ど
の
チ

ー
ム
も
工
事
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

や
お
客
さ
ま
応
対
、
施
工
の
一

連
の
作
業
を
大
き
な
声
で
復
唱

復
命
し
な
が
ら
て
き
ぱ
き
と
進

め
た
。
審
査
は
作
業
安
全
、
工

事
技
能
、
お
客
さ
ま
応
対
、
作

業
時
間
の
各
項
目
で
行
わ
れ
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
。

【
北
陸
電
工
連
会
長
賞
】

外
線
工
事
の
部
▽
最
優
秀
賞
＝

金
津
電
設
㈲
（
福
井
）
▽
優
秀

賞
＝
新
座
電
気
工
事
㈱
（
石
川
）

▽
努
力
賞
＝
北
栄
電
設
㈱
（
富

山
）
引
込
線
工
事
の
部
▽
最
優
秀
賞

＝
天
谷
電
気
工
事
㈱
（
福
井
）

▽
優
秀
賞
＝
㈲
松
井
電
気
商
会

（
富
山
）
▽
努
力
賞
＝
㈲
北
西

電
気
商
会
（
石
川
）

【
北
陸
電
力
営
業
技
術
部
長

賞
】
外
線
工
事
の
部
▽
安
全
優
良
賞

＝
金
津
電
設
㈲
（
福
井
）

引
込
線
工
事
の
部
▽
安
全
優
良

賞
＝
天
谷
電
気
工
事
㈱
（
福
井
）

北　陸
連合会

第
9
回
配
電
工
事
安
全
技
能
競
技
会

秋
晴
れ
の
下　

名
が
参
加

300

　

新
潟
県
電
気
工
事
工
業
組
合

（
小
林
清
吉
理
事
長
）
は　

月
10

2
日
我
、
新
潟
市
上
所
の
新
潟

ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
、
ま
た
長

岡
市
幸
町
の
長
岡
市
立
劇
場
で

そ
れ
ぞ
れ
電
気
工
事
業
安
全
衛

生
管
理
（
電
気
工
事
作
業
指
揮

者
）
講
習
会
を
開
催
し
た
。

　

労
働
安
全
衛
生
関
係
法
令
に

お
い
て
は
、
電
気
工
事
の
安
全

性
を
確
保
す
る
た
め
停
電
作
業

や
活
線
作
業
の
際
に
講
す
べ
き

措
置
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
現
場
作
業
の
状
況
に
応

じ
た
安
全
な
作
業
方
法
が
的
確

に
行
わ
れ
る
よ
う
、
作
業
指
揮

者
を
定
め
て
作
業
の
直
接
指
導

等
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
同
法

規
則
第　

条
に
よ
り
特
別
教
育

36

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
電
気
工
事
作
業
指
揮
者

の
講
習
は
、
新
潟
労
働
局
並
び

に
東
北
電
力
㈱
の
協
力
に
よ
り

　

月
上
旬
ま
で
県
内
7
会
場
に

10お
い
て
行
わ
れ
、
新
潟
会
場
で

は
1
1
4
名
、
長
岡
会
場
で
は

　

名
が
受
講
。

66
　

こ
の
日
、
長
岡
会
場
で
講
師

を
務
め
た
東
北
電
力
㈱
長
岡
営

業
所
配
電
計
画
課
長
と
総
務
課

安
全
主
査
、
配
電
技
術
サ
ー
ビ

ス
課
副
長
か
ら
、
電
気
工
事
作

業
指
揮
者
の
職
務
や
現
場
作
業

の
安
全
、
個
別
作
業
安
の
管
理

に
つ
い
て
基
本
的
な
事
項
や
必

要
事
項
、
注
意
事
項
の
確
認
や

指
導
が
行
わ
れ
た
。

　
「
関
係
法
令
」
に
関
し
て
は
長

岡
労
働
基
準
監
督
署
第
二
課
長

が
講
師
を
務
め
、
労
働
安
全
衛

生
規
則
、
安
全
衛
生
教
育
、
そ

の
他
留
意
点
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
受
講
者
た
ち
は
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

ほ
か
、三
条
、
燕
、
新
発
田
、
小

千
谷
、
上
越
各
会
場
で
も
開
催

さ
れ
、
3
5
8
名
が
参
加
し
た
。 　

高
知
県
電
気
工
事
業
工
業
組

合
室
戸
支
部
（
小
松
明
生
支
部

長
）
は
電
気
使
用
安
全
月
間
に

併
せ
、
同
市
の
高
齢
者
宅
や
知

的
障
害
者
更
正
施
設
「
む
ろ
と
・

は
ま
ゆ
う
園
」
で
電
気
設
備
の

無
料
点
検
を
行
な
っ
た
。

　

同
支
部
で
は
昭
和　

年
以
来

56

約　

年
前
か
ら
毎
年
電
気
使
用

20
安
全
月
間
の
恒
例
行
事
と
し
て

街
路
灯
や
無
人
集
会
所
、
寺
院
、

保
育
園
、
老
人
施
設
や
一
人
暮

ら
し
の
お
年
寄
り
宅
、
知
的
障

害
者
施
設
な
ど
の
電
気
設
備

チ
ェ
ッ
ク
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
室

戸
市
長
や
福
祉
施
設
関
連
か
ら

感
謝
状
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

　

当
日
は
、
組
合
員　

人
が
四

14

国
電
力
㈱
の
協
力
を
得
て
施
設

内
の
設
備
を
点
検
。
古
く
な
っ

た
蛍
光
灯
の
交
換
や
清
掃
を
始

め
、
漏
電
調
査
、
電
気
抵
抗

チ
ェ
ッ
ク
、
不
良
個
所
の
整
備

な
ど
を
行
い
、
利
用
者
に
喜
ば

れ
て
い
た
。

　

花
日
本
電
球
工
業
会
、
花

日
本
照
明
器
具
工
業
会
、
花

日
本
電
気
協
会
、
花
照
明
学

会
の
照
明
関
係
4
団
体
及
び

全
日
電
工
連
も
協
賛
し
て
い

る
「
あ
か
り
の
日
」
は
、
照

明
の
持
つ
意
義
を
改
め
て
認

識
す
る
と
と
も
に
正
し
い
照

明
知
識
を
普
及
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
に
、
毎
年
全
国
各
地

で
様
々
な
啓
発
行
事
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。

　

本
年
度
の
行
事
と
し
て
は
、

恒
例
の
街
頭
Ｐ
Ｒ
が　

月　
10

21

日
俄
、
約
2
0
0
名
を
動
員

し
て
全
国　

地
区　

カ
所
で

10

20

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
内
容
は

「
住
ま
い
の
照
明
」
ポ
ケ
ッ

ト
ブ
ッ
ク
と
省
エ
ネ
形
電
球
、

一
般
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
に
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
葉
書
を
入
れ

た
Ｐ
Ｒ
用
紙
袋
を
街
頭
配
布
す

る
。
毎
年
配
布
し
て
い
る
「
住

ま
い
の
照
明
」
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ

ク
は
、
分
か
り
や
す
い
Ｑ
＆
Ａ

方
式
で
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
に

よ
り
視
覚
に
訴
え
た
内
容
。
ハ

ロ
ゲ
ン
電
球
等
も
取
り
上
げ
て

お
り
、
家
庭
で
す
ぐ
に
役
立
つ

実
用
的
な
も
の
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

　

行
事
の
一
環
と
し
て
ポ
ス
タ

ー
の
掲
示
・
配
布
も
行
わ
れ
る
。

安衛管理講習会開 く
県内 7 会場で開催、計 538 名が受講

新
潟
電
工
組

施
設
設
備
の
無
料
点
検

　
　
　
　
　
　
 
を
実
施

高
知
・
室
戸
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10 月 21 日、全国で
街頭 PR 実施

照明関係 4 団体

全日電工連協賛

同
支
部
で
は
そ
の
活
動
に
室
戸
市
長
な
ど

か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
て
い
る

小
林
会
長
の
挨
拶

お
客
様
応
対
（
右
）
と

表
彰
（
左
）
の
模
様

こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
昨
年
度

実
施
さ
れ
た
「
第
2
回
全
国

小
学
生
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス

ト
」
で
最
優
秀
賞
に
輝
い
た

石
川
県
の
小
学
校
6
年
生
・

大
坂
亜
希
さ
ん
の
作
品
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
、
電
球

を
ハ
ー
ト
に
図
案
化
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　

小
学
生
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ

ス
ト
は
今
年
で
第
3
回
。
今

年
は
全
国
約
2
5
0
校
か
ら

6
0
7
点
（
昨
年
は
4
4
1

点
）
の
応
募
が
あ
り
、「
あ
か

り
」
の
大
切
さ
を
ユ
ー
モ
ラ

ス
に
表
現
し
た
作
品
が
多
数

寄
せ
ら
れ
た
。
今
年
の
最
優

秀
賞
に
は
新
潟
県
の
小
学
校

1
年
生
・
永
井
誠
二
く
ん
の

作
品
が
選
ば
れ
た
。
中
央
に

星
、
四
隅
に
電
球
を
配
し
た

ほ
ほ
え
ま
し
さ
を
感
じ
さ
せ

る
絵
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

他
優
秀
賞　

点
、
入
選
作
品

10

1
0
0
点
が
選
ば
れ
た
。

　

表
彰
式
は
「
あ
か
り
の
日
」

前
日
の　

月　

蚊
、
東
京
・

10

20

渋
谷
区
の
電
力
館
で
開
催
さ

れ
た
。

広告スペース
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続
く
）

　

全
国
で
は
、
様
々
な
成
功
事

例
が
ご
ざ
い
ま
す
。
例
え
ば
コ

ン
セ
ン
ト
を
、
一
つ
は　

年
か

10

ら　

年
ぐ
ら
い
使
っ
た
コ
ン
セ

20
ン
ト
、
も
う
一
つ
は
新
品
の
コ

ン
セ
ン
ト
と
二
つ
を
お
客
さ
ん

の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
い
き
ま
し

て
、
そ
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
見
せ

な
が
ら
コ
ン
セ
ン
ト
に
も
寿
命

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
ま
わ
ら

れ
た
方
。

　

そ
れ
か
ら
富
山
の
薬
売
り
方

式
で
、
向
こ
う
三
軒
両
隣
か
ら
、

乾
電
池
を
単
一
か
ら
単
四
ま
で

４
本
ず
つ
ず
ー
っ
と
置
い
て
ま

わ
っ
て
、
１
か
月
経
つ
と
ま
た

行
っ
て
、「
お
使
い
に
な
っ
た
分

だ
け
お
金
を
く
だ
さ
い
」、
と
。

「
単
三
２
本
、
単
四
２
本
で
ご

ざ
い
ま
す
ん
で
、
は
い 
2
6
0

円
で
す
」
と
、
こ
う
や
る
わ
け

で
す
。
こ
こ
ま
で
は
ど
な
た
も

考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
乾
電
池
に

は
「
乾
電
池
の
誕
生
日
」
と
書

か
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
ま
あ

消
費
期
限
の
こ
と
な
ん
で
す
が
、

誕
生
日
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
自
分
の
会
社
名
と
社
長

さ
ん
が
ピ
ー
ス
サ
イ
ン
を
し
て

笑
っ
て
い
る
と
い
っ
た
感
じ
の

イ
ラ
ス
ト
が
入
っ
て
い
る
ん
で

す
。

　

単
純
に
そ
れ
だ
け
な
ん
で
す

が
、
毎
月
毎
月
う
か
が
う
。
お

客
さ
ん
と
接
す
る
機
会
が
増
え

る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
三
ヶ
月

ほ
ど
経
っ
て
古
く
な
る
と
、「
あ

と
は
奥
さ
ん
、
こ
の
乾
電
池
は

古
く
な
っ
た
か
ら
捨
て
て
く
だ

さ
い
ね
」
と
、
赤
い
袋
を
渡
し

て
捨
て
さ
せ
る
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
社
長
さ
ん
は
、「
塚
田
さ
ん

ね
、
そ
れ
を
や
っ
て
捨
て
た
方

は
絶
対
に
い
な
い
は
ず
で
す

よ
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。
こ
の
社

長
さ
ん
は
よ
く
分
か
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
。
こ
う
い
う
と
こ

ろ
が
、
小
さ
な
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
実
は
何
度
も
何
度

も
足
を
運
ん
で
話
を
す
る
た
め

の
切
り
口
に
し
て
お
ら
れ
る
。

こ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
あ
、
時
間
の
関
係
で
全
部

ご
紹
介
で
き
な
い
の
が
残
念
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し

ま
し
て
も
、
そ
う
い
っ
た
中
に
、

例
え
ば
奥
様
と
か
女
性
従
業
員

の
力
を
借
り
た
と
か
、
そ
れ
か

ら
便
利
な
商
品
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
の
資
料
を
い
つ
も
持
っ

て
お
ら
れ
て
、
そ
れ
を
も
と
に

お
客
さ
ん
の
意
見
に
お
答
え
を

す
る
と
か
、
こ
ち
ら
か
ら
こ
ん

な
い
い
も
の
も
あ
り
ま
す
よ
と

提
案
し
て
い
く
。

　

要
は
こ
う
い
う
こ
と
だ
と
い

う
こ
と
で
、
ゴ
ル
フ
に
な
ぞ
ら

え
て
み
ま
し
た
。
私
も
下
手
っ

ぴ
な
ん
で
・
・
・
だ
い
た
い
こ

う
で
す
ね
。
ま
あ
ち
ょ
っ
と

や
っ
て
み
る
か
、
練
習
場
で
も

行
っ
て
み
る
か
、
と
。
こ
れ
で

行
き
ま
す
と
、
な
か
な
か
上
達

し
ま
せ
ん
。
こ
っ
ち
の
ほ
う
で

す
ね
。
ま
ず
、
あ
る
べ
き
目
標

の
ほ
う
で
す
。
ゴ
ル
フ
が
上
手

く
な
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
は

ど
う
す
る
か
。
そ
の
た
め
に
は

ど
う
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
や

り
方
、
方
法
は
い
っ
ぱ
い
あ
る

は
ず
で
ご
ざ
い
ま
す
。
考
え
方

を
変
え
て
い
た
だ
く
と
、
こ
う

い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

先
ほ
ど
来
か
ら
の
成
功
体
験
、

う
ん
と
儲
か
っ
た
、
う
ん
と
売

上
げ
が
上
が
っ

た
と
い
う
、
い
ろ

い
ろ
お
話
を
聞

い
て
み
ま
す
と
、

だ
い
た
い
こ
の

三
つ
に
収
斂
さ

れ
る
よ
う
な
気

が
し
て
な
り
ま

せ
ん
。
生
涯
顧
客

に
な
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
は
、

先
ほ
ど
の
ゴ
ル

フ
が
上
手
く
な

る
た
め
に
は
ど
う
す
る
。
考
え

方
が
逆
な
ん
で
す
ね
。
自
分
の

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
て
、
そ
の
た
め

に
は
、
と
。
で
す
か
ら
、
受
注

と
い
う
こ
と
は
、
生
涯
顧
客
に

な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
一
つ

の
通
過
点
で
あ
る
。

　

そ
し
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
、
顧

客
リ
ス
ト
か
ら
ど
う
や
っ
て
攻

め
て
い
く
と
い
う
切
り
口
を
、

相
手
さ
ん
に
合
わ
せ
て
一
つ
ず

つ
考
え
る
。
そ
し
て
、
ホ
ー
ム

ド
ク
タ
ー
の
よ
う
に
診
断
と
提

案
。
営
業
と
い
い
ま
す
が
、
物

売
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
く
て
、
売
る
も
の
は
ほ
か

に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
が
、
と
あ
る
皆
さ
ん
の

お
仲
間
か
ら
名
刺
を
２
枚
い
た

だ
い
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
同
じ
会
社
で
す
。
こ
ち
ら

が
皆
さ
ん
お
使
い
の
格
調
の
高

い
ほ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
う

一
枚
は
こ
う
い
う
お
名
刺
な
ん

で
す
。「
電
気
工
事
の
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
」
と
、
こ
う
書
か
れ
て

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
生
涯
顧

客
に
な
る
た
め
に
は
、
名
刺
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
。
車
の
宣
伝

は
ど
う
す
る
べ
き
か
。
お
店
の

と
こ
ろ
に
貼
る
ポ
ス
タ
ー
は
ど

う
す
る
べ
き
か
。
お
店
の
と
こ

ろ
に
置
い
て
あ
る
椅
子
は
、
写

真
は
、
こ
ん
な
も
の
を
と
、
す

べ
て
「
生
涯
顧
客
に
な
る
た
め

に
は
」
と
い
う
こ
と
で
お
考
え

に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
実
は
、

四
国
の
と
あ
る
、
皆
さ
ん
の
お

仲
間
な
ん
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り

青
年
部
協
議
会
基
調
講
演

提
案
型
技
術
営
業
へ
向
け
て
の
条
件
整
備

こ
ん
な
感
じ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

結
局
、「
生
涯
顧
客
に
な
る
た
め

に
は
」
と
い
う
の
は
、
こ
う
い

う
と
こ
ろ
か
ら
も
始
め
て
お
ら

れ
ま
す
、
と
い
う
話
で
す
。

　

ま
と
め
て
み
ま
す
と
、
顧
客

リ
ス
ト
で
は
な
く
て
、
ど
こ
か

ら
ど
う
や
っ
て
攻
め
て
い
く
の

か
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
が
い
る
の
か
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
る
の
か
。
息

子
さ
ん
が
い
る
と
い
う
の
で
は

な
く
て
、
受
験
生
が
い
る
の
か
、

小
学
生
が
い
る
の
か
。
全
部
違

う
は
ず
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

ま
し
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
現
場

に
入
る
と
き
に
施
工
図
を
書
く

よ
う
に
・
・
・
、
そ
う
い
っ
た

施
工
図
。
こ
れ
が
、
実
は
顧
客

リ
ス
ト
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
い
う

部
分
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

お
客
さ
ん
お
一
人
お
一
人
に

合
っ
た
ご
提
案
を
す
る
。
そ
し

て
、
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
な
ん
で

す
。
そ
の
次
に
行
く
と
き
に
は
、

何
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と

を
事
前
に
考
え
て
、
そ
の
と
き

に
自
分
で
話
を
す
る
。
こ
う
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

言
っ
て
み
ま
す
と
、
種
蒔
き
。

種
を
蒔
い
て
も
、
水
を
や
っ
た

り
、
草
を
取
っ
た
り
せ
ん
と
い

か
ん
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

こ
の
段
階
を
ご
自
分
で
ど
う
ス

ト
ー
リ
ー
に
落
と
し
て
い
く
か
。

　

た
と
え
ば
、
１
回
目
は
先
ほ

ど
の
開
眼
の
話
で
す
。
気
づ
い

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
質
問
を

す
る
。
た
と
え
ば
家
族
構
成
を

事
前
に
調
べ
て
お
き
ま
す
が
、

家
族
構
成
の
中
か
ら
も
っ
と
詳

し
い
こ
と
を
調
べ
る
。

　

そ
の
中
で
、
１
回
目
行
き
ま

し
て
、
こ
の
へ
ん
の
と
こ
ろ
、

や
は
り
皆
さ
ん
の
お
仲
間
で
上

手
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
は
、

い
ろ
い
ろ
と
質
問
を
す
る
と
い

う
ん
で
す
ね
。
ア
ン
ケ
ー
ト
と

い
う
よ
う
な
。
た
と
え
ば
皆
様

方
が
行
っ
た
場
合
に
は
お
話
で

き
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
従

業
員
の
方
だ
っ
た
ら
、
ご
経
験

の
少
な
い
方
だ
っ
た
ら
ば
、
そ

ん
な
ア
ン
ケ
ー
ト
で
気
づ
い
て

い
た
だ
く
。
気
づ
い
て
い
た
だ

く
う
え
に
、
先
日
は
そ
う
い
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
、
と
い
う
２
回
目
。

　

そ
し
て
、
そ
の
と
き
に
モ
ニ

タ
ー
商
品
の
取
り
付
け
な
ど
を

し
ま
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
お
話

を
伺
う
と
い
う
３
回
目
。
要
は
、

２
回
、
３
回
行
く
と
い
う
の
は
、

向
こ
う
の
需
要
家
さ
ん
か
ら
来

て
く
だ
さ
い
で
は
な
く
て
、
私

ど
も
か
ら
２
回
目
、
３
回
目
行

く
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

ん
だ
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
を
、

皆
さ
ん
や
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
あ
、
ト
ー
ク
を
う
ま
く
な

ろ
う
と
、
私
も
今
や
っ
て
い
る

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
う

い
う
こ
と
を
お
や
り
に
な
る
。

し
か
し
、
ハ
ウ
ツ
ー
は
し
ょ
せ

ん
ハ
ウ
ツ
ー
で
し
か
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
実
践
あ
る
の
み
。
こ
れ

は
、
皆
さ
ん
、
ご
体
感
を
し
て

お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ど
っ
ち
も
大
切
と
、
こ
う
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
小
さ

い
と
き
に
自
転
車
に
乗
ろ
う
、

と
。
あ
の
細
い
輪
っ
ぱ
の
と
こ

ろ
に
乗
れ
る
は
ず
が
な
い
と
思

い
ま
し
た
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、

補
助
輪
を
つ
け
た
り
、
お
と
う

さ
ん
が
後
ろ
で
押
さ
え
て
て
く

れ
た
り
す
る
。
そ
し
て
あ
る
日

突
然
、
押
さ
え
て
も
ら
わ
な
く

て
も
勢
い
が
つ
い
て
き
て
乗
れ

る
よ
う
に
な
る
。
あ
る
日
突
然
、

お
や
じ
は
ず
ー
っ
と
後
ろ
、
自

分
一
人
で
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
・
・
・
。

　

こ
れ
と
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

年
た
っ
て
も　

年
た
っ
て
も

10

20

乗
れ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、

そ
し
て
、
自
転
車
に
乗
る
楽
し

み
と
い
う
も
の
が
さ
ら
に
倍
加

さ
れ
る
、
と
。
わ
れ
わ
れ
が
取

り
組
ん
で
い
く
活
動
も
、
こ
れ

に
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ

う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

問
屋
さ
ん
が
補
助
輪
で
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
し
て
、
問
屋
さ
ん
と

私
ど
も
、
一
生
懸
命
後
ろ
で
ご

一
緒
に
押
さ
え
て
、
そ
ん
な
中

で
、
コ
ツ
さ
え
わ
か
っ
て
し
ま

え
ば
、
自
転
車
に
乗
る
と
同
じ

よ
う
に
意
外
と
…
…
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
間
、
松
下
電
器
産
業
の

中
村
社
長
さ
ん
か
ら
、「
大
き
な

者
が
小
さ
な
者
に
勝
つ
時
代
か

ら
、
速
い
者
が
遅
い
者
に
勝
つ

時
代
だ
」
と
。
こ
う
い
う
お
話

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ア
サ
ヒ
ビ

ー
ル
の
樋
口
廣
太
郎
さ
ん
は
、

「
前
例
が
な
い
、
だ
か
ら
、
や

る
」
と
。
ま
あ
ト
ヨ
タ
の
奥
田

会
長
さ
ん
に
い
た
っ
て
は
、「
も

う
い
ろ
い
ろ
議
論
は
待
た
ず
、

ま
ず
や
ろ
う
」
と
。
こ
の
へ
ん

の
と
こ
ろ
が
提
案
型
技
術
営
業

の
い
ち
ば
ん
大
切
な
要
点
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

松
下
電
工
の
創
業
者
で
あ
る

松
下
幸
之
助
は
、「
お
客
様
に
売

る
も
の
は
商
品
で
は
な
く
、
喜

び
で
あ
り
、
感
動
で
あ
る
」
と

言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
お
そ
ら

く
こ
う
い
っ
た
活
動
を
し
て
い

く
な
ら
ば
、
皆
様
と
ご
一
緒
に

な
り
な
が
ら
、
小
さ
な
種
も
大

き
な
木
に
な
る
ま
で
ご
一
緒
に

歩
ん
で
い
け
る
よ
う
な
気
が
し

て
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ど
う

す

れ
ば

ゴ

ル

フ
が

上

手

く

な

れ

の
る

か

生

涯
顧

客

獲
得

の

ス
ト

ー
リ

ー

を
描

け

る
か

種

を
蒔

い
た

そ

の
後

は

実

践

あ
る

の

み

自

転
車

は
あ

る
日

突
然

乗

れ

る
も

の

電
池

の
誕
生

日

　　　全日電工連発行の提案型技術営業に
　　　関する小冊子『挑戦！』の表紙

広告スペース

講
師　

塚
田

成

夫
氏 （
後
編
）
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前
回
ま
で
作
成
し
て
き
た

『
3
年
間
の
売
上
高
推
移
表

（
売
上
高
推
移
表
）』
、『
3
年
間

の
粗
利
益
推
移
表
（
粗
利
益
推

移
表
）』
、『
顧
客
別
受
注
内
容
別

売
上
高
仕
訳
表
（
売
上
高
仕
訳

表
）
』、『
顧
客
別
受
注
内
容
別
粗

利
益
仕
訳
表
（
粗
利
益
仕
訳

表
）』
、『
ス
キ
ル
マ
ッ
プ
』
を

使
っ
て
自
社
の
現
状
に
応
じ
た

提
案
型
技
術
営
業
に
取
り
組
む

準
備
を
し
て
い
き
た
い
。

◆
強
み
と
課
題
の
整
理
～
経
営

方
針
の
決
定

　

『
売
上
高
推
移
表
』『
粗
利
益

推
移
表
』
で
業
種
や
顧
客
ご
と

の
売
上
高
と
粗
利
益
を
、『
売
上

高
仕
訳
表
』『
粗
利
益
仕
訳
表
』

で
顧
客
や
受
注
内
容
別
の
売
上

自
社

の
現
状

に
応

じ
た　

　

提
案
型
営
業
の
取
り
組
み
準
備

図表- Ａ

①今後自社が業績を上げていくのに必要な条件は何か。

②提案型技術営業を展開する上で、どういった業種、顧

　客に力を入れていくべきか。

③いま取引のない業種や顧客でも自社の強み、特長がい

　かせるところはないか

ポイント

高
と
粗
利
益
を
、
そ
し
て
『
ス

キ
ル
マ
ッ
プ
』
で
自
社
の
持
つ

保
有
資
格
と
人
材
と
い
う
そ
れ

ぞ
れ
の
観
点
か
ら
自
社
の
現
状

把
握
を
行
な
い
、
各
表
ご
と
に

「
強
み
」、
「
特
長
」
、「
課
題
」

の
検
討
を
試
み
た
。

　

各
表
ご
と
に
抽
出
し
た
こ
れ

ら
の
材
料
を
基
に
自
社
の
「
強

み
」、「
特
長
」
、「
課
題
」
の
整

理
を
行
な
っ
た
上
で
提
案
型
技

術
営
業
へ
の
取
り
組
み
に
活
用

で
き
る
よ
う
現
状
把
握
し
、
今

後
重
点
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
か

け
る
べ
き
業
界
や
開
拓
先
を
絞

り
込
み
、
ど
の
よ
う
に
提
案
し

て
い
く
か
、
効
果
的
な
方
針
を

決
定
し
た
い
。

　

ま
た
進
め
方
も
、
以
後
の
作

業
も
経
営
者
一
人
で
進
め
て
い

く
の
で
は
な
く
、
経
営
幹
部
や

従
業
員
が
参
加
す
る
こ
と
で

様
々
な
角
度
か
ら
多
く
の
意
見

が
得
ら
れ
る
。
さ
ら
に
経
営
方

針
が
従
業
員
に
も
伝
わ
り
や
す

く
な
り
、
事
業
所
全
体
の
目
標

を
共
有
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
た
め
、
よ
り
大
き
な
効
果
を

期
待
で
き
る
。

◆
ア
プ
ロ
ー
チ
方
針
の
設
定
の

作
業
手
順

　

こ
れ
ま
で
作
成
し
て
き
た

『
売
上
高
推
移
表
』
、『
粗
利
益

推
移
表
』、『
売
上
高
仕
訳
表
』、

『
粗
利
益
仕
訳
表
』
、『
ス
キ
ル

マ
ッ
プ
』
を
比
較
検
討
し
、
各

表
ご
と
に
見
た
「
強
み
」、「
特

長
」、「
課
題
」
を
総
合
的
な
見

地
か
ら
分
析
・
把
握
し
、
あ
ら

た
め
て
自
社
の
「
強
み
」、「
特

長
」、「
課
題
」
は
何
か
整
理
し

て
図
表
Ａ
に
書
き
出
し
て
み
る
。

　

次
に
、『
売
上
高
推
移
表
』
及

び
『
売
上
高
仕
訳
表
』
で
分
析

し
た
内
容
を
基
に
、
今
後
重
点

的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
べ

き
対
象
業
界
、
対
象
顧
客
を
確

認
し
、
図
表
Ｂ
の
「
ア
プ
ロ
ー

チ
を
か
け
る
べ
き
業
種
及
び
顧

客
名
」
欄
に
記
入
す
る
。

　

そ
し
て
、
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ

き
業
種
及
び
顧
客
ご
と
に
ア
プ

ロ
ー
チ
方
針
を
設
定
し
、
図
表

Ｂ
の
「
ア
プ
ロ
ー
チ
方
針
」
欄

に
記
入
す
る
。

　

*　

*　

*　

*　

*　
　

　

こ
れ
ま
で
の
作
業
で
導
き
出

し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
方
針
に
よ
り
、

自
社
の
強
み
や
特
徴
、
課
題
を

整
理
し
た
後
、
そ
れ
ら
を
照
ら

し
合
わ
せ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
先
毎

に
ど
う
い
っ
た
強
み
や
特
徴
が

活
用
で
き
る
か
、
課
題
と
な
る

こ
と
は
何
か
を
絞
り
込
み
た
い
。

　

ア
プ
ロ
ー
チ
先
に
選
定
し
た

業
種
や
顧
客
の
ニ
ー
ズ
は
各
々

異
な
っ
て
お
り
、
ス
ム
ー
ズ
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
提
案

を
行
な
う
た
め
に
は
各
々
に

合
っ
た
対
応
が
必
要
に
な
る
。

担
当
者
だ
け
で
な
く
、
経
営
幹

部
や
従
業
員
を
含
め
会
社
全
体

で
取
り
組
む
環
境
を
整
備
し
て

い
き
た
い
。

図表- Ｂ

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
事
ビ
ジ

ネ
ス
を
中
心
に
し
た
業
界
唯

一
の
専
門
展
示
会
『
第
6
回

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
事
機
材
展

～
C
A
B
L
I
N
G 
B
U

S
I
N
E
S
S
2
0
0
2
』

（
旧
L
A
N
配
線
工
事
機
材

展
）
が　

月　

日
牙
、　

日

10

10

11

画
の
二
日
間
、
東
京
・
北
青

山
の
青
山
T
E
P
I
A
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

Ｌ
Ａ
Ｎ
配
線
工
事
関
係
者

な
ど
を
主
な
対
象
に
し
て
い

る
同
展
で
は
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
用
ケ

ー
ブ
ル
や
光
Ｌ
Ａ
Ｎ
工
事
関

連
部
材
、
機
器
収
納
ラ
ッ
ク
、

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
ケ
ー
ブ
ル
テ

ス
タ
ー
、
宅
内
情
報
配
線
シ

ス
テ
ム
、
配
線
管
理
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
、ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・

ル
ー
タ
、
H
u
b
、
A
D
S

L
や
V
D
S
L
、
C
A
T
V

な
ど
の
モ
デ
ム
類
、
I
P

フ
ォ
ン
や
V
o
I
P
ゲ
ー
ト

ウ
エ
イ
な
ど
の
最
新
技
術
や

機
器
を
展
示
。

　

配
線
工
事
業
者
や
、
C
A

T
V
施
工
業
者
、通
信
機
器
・

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
系
デ
ィ
ー
ラ

ー
な
ど
、
二
日
間
で
約
4
、

0
0
0
名
が
来
場
し
、
展
示

機
器
見
学
や
出
展
者
に
説
明

を
受
け
て
い
た
ほ
か
、「
ビ
ジ

ネ
ス
＆
技
術
セ
ミ
ナ
ー
」
な

ど
も
併
設
さ
れ
、
来
場
者
で

賑
わ
っ
て
い
た
。

Ｌ
Ａ
Ｎ
配
線
工
事

　
　

関
係
者
な
ど
が
来
場

ネットワーク

工事機 材展

広告スペース



全 日 電 工 連 平成 14 年 11月 1 日(第３種郵便物認可) (8)第 404号

い
に
達
成
し
た
。
し
か
し
、
今

後
認
可
目
標
数
1
0
、
1
0
1

名
を
達
成
す
る
た
め
全
国
各
都

道
府
県
工
組
役
員
・
職
員
及
び

受
託
金
融
機
関
の
さ
ら
な
る
協

力
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、

来
た
る　

月
7
日
（
木
）
に
愛

11

媛
県
松
山
市
で
開
催
さ
れ
る
第

　

回
電
気
工
事
業
全
国
大
会
の

19会
場
に
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
相
談

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
、
積

極
的
な
加
入
勧
奨
を
同
年
金
基

金
事
業
推
進
委
員
会
を
中
心
に

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

電
気
工
事
業
国
民
年
金
基
金
で
は
、
平
成
3
年
9
月
の
設
立
か
ら
「
加
入
者
一
万
名
」
確

保
を
目
指
し
毎
年
目
標
数
を
設
定
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
電
気
工
事
業
国
民
年
金
基
金
事

務
局
で
は
、「
各
都
道
府
県
役
職
員
に
よ
る
事
業
周
知
の
努
力
が
年
度
ご
と
の
加
入
促
進
に
繋

が
っ
て
い
る
」
と
感
謝
し
て
い
る
。

　

全
日
本
電
気
工
事
業
国
民
年

金
基
金
の
第　

回
理
事
会
及
び

23

第　

回
代
議
員
会
が
9
月　

日

22

27

（
金
）、
東
京
・
港
区
の
全
日
電

工
連
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。

　

会
の
冒
頭
挨
拶
に
立
っ
た
徳

住
一
郎
全
日
本
電
気
工
事
業
国

民
年
金
基
金
理
事
長
は
、「
平
成

3
年
9
月
の
発
足
以
来
、
電
気

工
事
業
界
に
携
わ
る
者
に
安
心

し
て
働
け
る
職
場
を
提
供
す
る

た
め
に
全
日
本
電
気
工
事
業
国

民
年
金
基
金
制
度
は
加
入
者
促

進
に
努
め
て
き
た
。
そ
し
て
そ

の
発
足
か
ら　

年
目
に
し
て
遂

11

に
悲
願
で
あ
っ
た
加
入
者
1
万

名
と
い
う
目
標
を
達
成
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
に
と
ど
ま
る
こ

と
な
く
、
安
定
し
た
事
業
運
営

の
た
め
に
は
新
規
加
入
者
の
勧

奨
が
重
要
で
あ
り
、
引
き
続
き

加
入
促
進
に
取
り
組
ん
で
頂
き
、

更
な
る
事
業
の
発
展
を
願
い
た

い
。
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
桝
田
幸
吉
理
事
（
奈

良
）
を
議
長
に
選
出
。
平
成　
13

年
度
業
務
報
告
書
及
び
決
算
書

の
承
認
、
平
成　

年
度
の
取
組

14

み
等
全
8
案
の
議
案
審
議
に
入

り
、
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決

承
認
さ
れ
た
。

　

平
成　

年
度
末
に
お
け
る
同

13

基
金
の
加
入
員
数
は
累
計
で
9
、

9
3
6
名
で
あ
っ
た
が
、
平
成

　

年
9
月　

日
現
在
1
0
、
0

14

24

2
6
名
と
設
立
当
初
か
ら
の
目

標
件
数
1
0
、
0
0
0
名
を
つ

引き続き暖かい御支援
お 願 い 致 し ま す

将来の生活　　

　設計お手伝い

加
入
促
進
事
業
に

　
　
　
　
　

ご
協
力
を
！

念願の加入者一万名達成 !

電気工事業国民年金基金都道府県別受付状況

平成14年度累計現在の受付数
平成14年度

目標数

平成 13年度

迄の受付数認可

目標数
都道府

県名
順位 平成 14年10月21日現在4/1～10/21

達成率（A + B）（Ｂ）（Ａ）

307.62 %32341319105石　川1

301.12 %2682226689佐　賀2

249.62 %33212331133富　山3

196.67 %1181211760山　口4

195.83 %4744724島　根5

192.13 %1712516989奈　良6

190.54 %141414174福　井7

162.80 %33733334207新　潟8

142.98 %1633163114山　形9

137.63 %128512893岡　山10

137.23 %18815187137宮　崎11

132.09 %24714246187三　重12

132.08 %7047053鳥　取13

132.03 %1693169128広　島14

128.57 %25213252196栃　木15

122.58 %15212152124秋　田16

121.97 %27224270223岐　阜17

121.21 %1203311899滋　賀18

117.50 %14134138120長　野19

117.45 %17535172149和歌山20

113.87 %15612155137青　森21

113.05 %4595459406北海道22

110.91 %36635363330埼　玉23

105.38 %981109793岩　手24

102.91 %1064106103山　梨25

101.94 %2103210206福　島26

101.49 %20535205202鹿児島27

93.20 %19252189206愛　媛28

92.62 %13810138149宮　城29

92.55 %87888694長　崎30

91.20 %11410114125高　知31

90.35 %30955304342京　都32

88.01 %41113410467神奈川33

86.94 %40655401467兵　庫34

85.13 %35545351417愛　知35

84.04 %27925277332静  岡36

82.69 %621315618751大　阪37

81.50 %1415141173徳　島38

80.56 %14535142180熊　本39

80.33 %14742143183香　川40

78.00 %19535192250茨　城41

76.24 %7711576101大　分42

64.58 %15595150240群　馬43

61.77 %22355218361千　葉44

53.93 %14410144267福　岡45

43.33 %4352104331,004東　京46

22.52 %251025111沖　縄47

99.13 %10,0371012429,93610,101合　計

全 日 電 工 連
国民年金基金

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

* *
* *
* *
* *
* *
* *

* *

* *

全
8
案
の
議
案
を
審
議
す
る
理
事
お
よ
び
代
議
員

挨拶する徳住理事長

議長を務めた桝田理事

広告スペース



全 日 電 工 連 平成 14 年 11 月 1日第 404 号(9) ( 第３種郵便物認可)

い
る
配
線
器
具
の
ひ
と
つ
で
あ

る
ダ
ブ
ル
（
2
口
）
コ
ン
セ
ン

ト
の
プ
ラ
グ
差
込
口
の
形
状
を

　

月　

日
の
2
つ
の
「　

」
で

11

11

11

イ
メ
ー
ジ
し
た
た
め
。

　

家
庭
内
や
オ
フ
ィ
ス
内
で
の

電
気
使
用
を
支
え
、
使
用
頻
度

の
高
い
配
線
器
具
・
分
電
盤
の

役
割
・
重
要
性
を
電
気
を
使
用

す
る
需
要
家
に
広
く
再
認
識
し

て
も
ら
い
、
安
心
・
安
全
・
快

適
な
暮
ら
し
の
た
め
に
配
線
器

具
や
分
電
盤
の
定
期
的
チ
ェ
ッ

ク
を
促
す
の
が
目
的
。 
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猿 猿

猿 猿

日
本
電
気
協
会
発
行

消

費

者

啓

発

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

実

施

建
築
・
住
宅
着
工
統
計
調
査
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電
気
工
事
二
法
の
解
説
（
平
成　

年
版
）

14

８
月
分

　

花
日
本
配
線
器
具
工
業
会
は

平
成　

年
に
、　

月　

日
を「
配

11

11

11

線
器
具
の
日
」
と
制
定
し
て
お

り
、
今
年
で
4
年
目
を
迎
え
る
。

　

こ
れ
は
、
最
も
使
用
さ
れ
て

　

（
社
）
日
本
電
機
工
業
会
は
、

換
気
の
重
要
性
を
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
1
9
8
7
年
よ

り
毎
年　

月
9
日
（
供
い
い
空

11

気
僑
の
略
）
を
『
換
気
の
日
』

と
制
定
し
、
そ
れ
に
併
せ
て
消

費
者
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
て
い
る
。

　

第　

回
目
と
な
る
今
年
は
、

16

「
リ
ビ
ン
グ
換
気
を
始
め
ま

し
ょ
う
～
家
族
の
健
康
も
、
住

ま
い
の
健
康
も
、
ど
ち
ら
も
大

切
で
す
。」
を
テ
ー
マ
に
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
。

　

社
会
的
に
室
内
の
空
気
汚
染

が
問
題
視
さ
れ
る
な
か
、
発
生

源
対
策
と
と
も
に
「
換
気
」
は

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
い

う
認
識
の
も
と
、
住
ま
い
と
そ

こ
に
住
ま
う
人
に
と
っ
て
不
可

欠
な
「
換
気
」
の
役
割
を
呼
び

掛
け
て
い
く
。

ド
バ
ン
ド
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
者
数
は
5
7
7
万
3
千
加

入
と
な
っ
た
。

　

Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
加
入
者
は
9
万
9

千
加
入
と
な
り
、
8
月
は
前
月

比
1
万
5
千
加
入
増
加
し
て
い

る
こ
と
や
3
月
末
以
降
毎
月
1

万
加
入
以
上
の
増
加
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
月
中
に
も　

万
人

10

を
超
え
る
見
通
し
だ
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｓ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
の

加
入
者
数
も
前
月
比　

万
5
千

30

加
入
増
の
3
9
1
万
5
千
加
入

で
今
月
中
に
も
4
0
0
万
加
入

を
超
え
る
勢
い
。　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

網
を
利
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
加
入
者
数
は

1
7
5
万
8
千
加
入
、
携
帯
電

話
端
末
に
よ
る
加
入
者
数
は
5
、

6
3
4
万
加
入
と
と
も
に
順
調

な
伸
び
を
示
し
て
い
る
。

　

総
務
省
総
合
通
信
基
盤
局
は
、

8
月
末
時
点
で
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

数
の
推
移
を
発
表
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
加
入
者
線
（
Ｄ
Ｓ

Ｌ
）
サ
ー
ビ
ス
と
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
網
、

Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
を
合
わ
せ
た
ブ
ロ
ー

　

国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
は
、

平
成　

年
8
月
分
の
建
築
・
住

14

宅
着
工
統
計
調
査
報
告
を
発
表

し
た
。

◆
建
築
着
工
統
計
調
査
報
告

　

全
建
築
物
の
着
工
床
面
積
は
、

1
、
4
3
7
万
㎡
で
前
年
同
月

比　

・
1
％
減
（
前
月
は　

・

12

12

6
％
減
）
で
3
ヶ
月
連
続
減
少

し
た
。

　

公
共
の
建
築
主
は
9
7
万
㎡

（
前
年
同
月
比　

・
9
％
減
）

38

で
2
ヶ
月
連
続
の
減
少
。

　

民
間
の
建
築
主
は
、
居
住
用

が
9
2
0
万
㎡
（
同
7
・
7
％

減
）、非
居
住
用
も
4
2
0
万
㎡

（
同　

・
2
％
減
）
と
と
も
に

12

減
少
し
て
お
り
、
全
体
で
も
1
、

3
4
0
万
㎡
（
同
9
・
2
％
減
）

と
3
ヶ
月
連
続
減
少
し
て
い
る
。 　

民
間
非
居
住
用
を
使
途
別
に

み
る
と
、
店
舗
は　

万
㎡
（
同

78

　

・
7
％
増
）
で　

ヶ
月
連
続

15

11

増
加
し
て
お
り
依
然
と
し
て
好

調
だ
が
、
工
場
が　

万
㎡
（
同

59

　

・
0
％
減
）
と　

ヶ
月
連
続

39

17

減
で
振
る
わ
ず
、
事
務
所
は　
44

万
㎡
（
同　

・
5
％
減
）
で
2
ヶ

33

月
連
続
、
倉
庫
も　

万
㎡
（
同

46

　

・
4
％
減
）
で
3
ヶ
月
連
続

20の
減
少
と
な
っ
た
た
め
、
全
体

で
も
減
少
と
な
っ
た
。

◆
住
宅
着
工
統
計
調
査
報
告

　

8
月
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数

は
、
持
家
、
貸
家
、
分
譲
住
宅

と
も
減
少
と
な
っ
た
た
め
、
全

体
で
も
9
7
、
6
5
3
戸
（
前

年
同
月
比
6
・
7
％
減
）
で
2
ヶ

月
連
続
の
減
少
と
な
り
、
着
工

床
面
積
も
8
、
7
5
9
千
㎡（
同

　

・
7
％
減
）
で
3
ヶ
月
連
続

10の
減
少
。

　

内
訳
を
利
用
関
係
別
に
み
る

と
、
持
家
は
民
間
資
金
に
よ
る

も
の
は
2
4
、
4
3
1
戸
（
同

　

・
2
％
増
）
で　

ヶ
月
連
続

18

34

増
と
依
然
好
調
を
保
っ
て
い
る

も
の
の
、
公
庫
融
資
に
よ
る
も

の
が
3
、
6
7
3
戸
（
同　

・
64

9
％
減
）
で　

ヶ
月
連
続
の
減

31

少
と
な
っ
た
た
め
、
持
家
全
体

で
は
3
0
、
1
7
1
戸
（
同
8
・

6
％
減
）
で
3
ヶ
月
連
続
の
減

少
と
な
っ
た
。 

　

貸
家
は
、
民
間
資
金
に
よ
る

も
の
は
3
3
、
2
4
0
戸
（
同

9
・
3
％
増
）
で　

ヶ
月
連
続

19

増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
公
的

資
金
に
よ
る
も
の
が
5
、
6
3

3
戸
（
同　

・
9
％
減
）
と
3
ヶ

39

月
連
続
減
少
し
た
こ
と
を
受
け
、

貸
家
全
体
で
は
3
8
、
8
7
3

戸
（
同
2
・
3
％
減
）
と
5
ヶ

月
振
り
に
減
少
に
転
じ
た
。

　

分
譲
住
宅
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン

が
1
8
、
1
0
2
戸
（
同
9
・

2
％
減
）
で
2
ヶ
月
連
続
、
戸

建
住
宅
も
9
、
5
2
5
戸
（
同

　

・
0
％
減
）
で　

ヶ
月
連
続

14

12

の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、
分
譲

住
宅
全
体
で
も
2
7
、
6
8
3

戸
（
同　

・
2
％
減
）
と
先
月

11

に
引
き
続
き
減
少
を
記
録
し
た
。

　

地
域
別
で
は
、
首
都
圏
が
総

戸
数
3
7
、
3
1
9
戸
（
同
2
・

2
％
減
）
、
持
家
7
、
1
5
7
戸

（
同
4
・
8
％
減
）、
貸
家
1
2
、

7
2
8
戸
（
同
7
・
7
％
減
）
、

分
譲
住
宅
1
7
、
0
3
9
戸
（
同

1
・
5
％
増
）
内
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
1
2
、
4
6
4
戸
（
同
7
・

4
％
増
）
。

　

中
部
圏
は
、
総
戸
数
1
0
、

9
3
7
戸
（
同
3
・
8
％
減
）
、

持
家
4
、
5
4
8
戸
（
同
2
・

4
％
減
）
、
貸
家
4
、
7
0
8
戸

　

経
済
産
業
省
原
子
力
安

全
・
保
安
院
電
力
安
全
課
監

修
に
よ
る
『
電
気
工
事
二
法

の
解
説
（
平
成　

年
版
）
』
が
、

14

花
日
本
電
気
協
会
か
ら
出
版

さ
れ
た
。

　

今
回
の
改
訂
版
は
、
例
え

ば
電
気
製
品
販
売
店
と
の
取

り
合
い
の
多
い
エ
ア
コ
ン
用

電
気
工
事
に
つ
い
て
、
電
気

工
事
業
法
第
2
条
「
電
気
工

事
の
範
囲
」
が
明
快
に
説
明

さ
れ
て
い
る
な
ど
平
成　

年
14

5
月
改
正
分
ま
で
織
り
込
ん

だ
最
新
版
。
収
録
さ
れ
て
い

る
「
電
気
工
事
士
法
」
と

「
電
気
工
事
業
法
」
の
い
わ

ゆ
る
電
気
工
事
二
法
を
熟
知

す
る
こ
と
は
、
電
気
工
事
業

を
営
む
者
に
と
っ
て
不
可
欠

で
あ
り
、
同
書
は
、
こ
の
電

気
工
事
二
法
を
逐
条
に
わ
た

り
、
実
務
に
則
し
た
詳
細
な

解
説
が
分
か
り
や
す
く
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
常
に
手
元
に

置
い
て
お
き
た
い
組
合
員
必

携
の
書
と
な
っ
て
い
る
。

　

『
電
気
工
事
二
法
の
解
説
』

経
済
産
業
省
原
子
力
安
全
・

保
安
院
電
力
安
全
課
監
修
。

Ａ
5
判
、
3
3
0
頁
。
定
価

3
、
0
0
0
円
（
税
別
）。
発

行
は
花
日
本
電
気
協
会
。　

5 月改正分最新版

花日本電機工業会
全日電工
連 後 援

日 本 配線 器 具 工 業 会

11 月 11日は「配線器具の日」
今年で4年目

ブロードバン ド 577 万加入

インターネット利用状況

総 
務 
省
ＤＳＬは今月にも400 万突破の勢い

全
体
的
に
振
る
わ
ず
連
続
減

11 月 9 日は『換気の日』

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

安
全
点
検
と
高
機
能
器
具
へ
の

交
換
を
勧
め
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

「
配
線
器
具
に
も
寿
命
が
あ
り

ま
す
。　

年
使
用
が
点
検
の
目

10

安

で

す
。」
と

「
配
・
線
・
器
・

具
／
そ
ろ
そ
ろ

見
直
し
ま
し
ょ

う
。
家
庭
の
配
線

器
具
」
を
発
信
し

て
、「
早
期
点
検
」

と
「
よ
り
便
利
な

高
機
能
配
線
器

具
・
分
電
盤
へ
の

交
換
」
を
勧
め
、

安
心
・
安
全
・
快

適
な
暮
ら
し
作

り
を
目
指
す
。

（
同
8
・
8
％
増
）、
分
譲
住
宅

1
、
6
4
4
戸
（
同　

・
8
％

29

減
）
内
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
9
6

5
戸
（
同　

・
3
％
減
）。

33

　

近
畿
圏
は
、
総
戸
数
1
4
、

0
4
5
戸
（
同　

・
1
％
減
）、

15

持
家
3
、
8
4
6
戸
（
同　

・
12

2
％
減
）、
貸
家
4
、
7
8
6
戸

（
同
9
・
8
％
減
）、
分
譲
住
宅

5
、
3
3
9
戸
（
同　

・
5
％

20

減
）
内
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
2
、

6
4
9
戸
（
同　

・
8
％
減
）。

25

　

そ
の
他
地
域
で
は
、
総
戸
数

3
5
、
3
5
2
戸
（
同
8
・
5

％
減
）、
持
家
1
4
、
6
2
0
戸

（
同　

・
1
％
減
）、
貸
家
1
6
、

11

6
5
1
戸
（
同 
1
・
8
％
増
）、

分
譲
住
宅
3
、
6
6
1
戸
（
同

　

・
1
％
減
）内
分
譲
マ
ン
シ
ョ

31ン
（
同　

・
8
％
減
）。

38

3 次元ＣＡＤなどのアプリケーションも展示

会場は業界の最新動向に関心を寄せる
来場者であふれていた

戦
～
新
た
な
時
代
へ
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
関
連
企
業
や
協
会

に
よ
る
展
示
や
急
速
な
変
化
を

遂
げ
る
社
会
、
経
済
、
技
術
環

境
に
対
応
し
、
業
界
の
最
新
動

向
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る

各
種
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
た
。

　

建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画

段
階
か
ら
計
画
、
設
計
、
調
達
、

施
工
、
維
持
・
管
理
、
入
札
ま

で
を
支
援
す
る
各
種
の
情
報
機

器
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
サ

ー
ビ
ス
が
出
展
し
、
ま
た
会
期

中
に
開
か
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

三
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
、
自
動
積
算
、

電
子
商
取
引
、
Ａ
Ｓ
Ｐ
サ
ー
ビ

ス
な
ど
Ｉ
Ｔ
技
術
の
最
新
動
向

が
紹
介
さ
れ
た
。 

　

今
年
は
、
併
設
展
と
し
て
地

球
環
境
展
・
建
築
検
証
に
基
づ

く
建
築
の
展
示
し
公
開
審
査
す

る
参
加
型
企
画
展
「
第
3
回
す

ま
い
・
建
築
・
都
市
の
環
境
展

　

Ｅ
ｃ
o
Ｂ
u
i
l
d
（
エ
コ

ビ
ル
ド
）
」と
幅
広
い
規
模
の
工

務
店
や
施
工
関
係
者
対
象
の
展

示
会
「
ジ
ュ
ー
テ
ッ
ク
住
ま
い

る
フ
ェ
ア
2
0
0
2
」
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
世
界
の
建
築
家　
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人
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
極
小
居
住

ス
ペ
ー
ス
「
コ
ロ
ニ
ー
ハ
ウ
ス
」

の
模
型
・
デ
ッ
サ
ン
が
特
別
展

示
さ
れ
た
。
ま
た
、
イ
ン
テ
リ

ア
の
プ
ロ
向
け
の
展
示
会
「
Ｉ

Ｐ
Ｅ
Ｃ　
　

2
0
0
2
」
も
同
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時
開
催
さ
れ
た
。 

　

建
築
・
建
設
分
野
に
お
け
る

国
内
最
大
級
の
総
合
展
示
会

『
A
／
E
／
C 
S
Y
S
T
E

M
S 
J
A
P
A
N
2
0
0
2
』

が　

月
9
日
（
水
）
か
ら　

日

10

11

（
金
）
ま
で
の
3
日
間
、
東
京
・

有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で

開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
で
第　

回
を
迎
え
る
同
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展
で
は
、「
建
築
・
建
設
へ
の
挑
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加
入
組
合
員
の
う
ち
左
記
の

方
が
羅
災
さ
れ
、互
助
会
規
約

に
よ
り
見
舞
金
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。一
日
も
早
い
復
興
を
心
か

ら
祈
念
し
ま
す
。

　

火
災

【
宮
城
】登
米
郡
迫
町
佐
沼　

ダ
イ
ト
ウ
電
器　
　

佐
藤
琢
様

　
　
　
　
　
　
　
（
床
上
浸
水
）

　

互
助
会
加
入
者
の
う
ち
、次

　

環
境
省
の
「
環
（
わ
）
の
国

く
ら
し
会
議
」
は
、
市
民
が
身

近
で
で
き
る
環
境
対
策
を
ま
と

め
た
小
冊
子
を
発
行
し
て
い
る
。

　

こ
の
小
冊
子
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
主
な
項
目
は
①
太
陽
光
発

電
②
太
陽
熱
利

用
③
高
効
率
断

熱
④
雨
水
利
用

⑤
屋
上
緑
化
、

な
ど
エ
コ
住
宅

へ
普
及
を
目
指

し
積
極
的
に
取

り
組
む
よ
う
提

の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。な
お
、互
助
会
規
約
に

基
づ
き
病
気
、そ
の
他
で
亡
く

な
ら
れ
た
ご
遺
族
の
方
に
弔
慰

金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

病
死
・
そ
の
他

【
北
海
道
】
釧
路
市
豊
川
町　

新
協
電
設
工
業
社　

　
　
　
　
　
　

淵
元
繁
勝
様　
６１

【
秋
田
】秋
田
市
泉
南　

（
株
）佐
幸
電
気
工
業　

　
　
　
　
　

佐
々
木
忠
幸
様　
４５

【
宮
城
】登
米
郡
中
田
町　

小
野
電
気
商
会　

　
　
　
　
　
　

小
野
忠
治
様　
７３

【
宮
城
】仙
台
市
青
葉
区
折
立　

禍
晃
洋
電
気　

板
垣
典
夫
様　
７３

【
宮
城
】白
石
市
半
沢
屋
敷
前　

禍
一
條
電
気
工
業
所　

　
　
　
　
　
　
　

一
條
昭
様　
７６

【
福
島
】い
わ
き
市
常
盤
湯
本
町

天
王
崎　

（
有
）マ
ル
ヨ
シ
電
気　

　
　
　
　
　
　

吉
田
作
男
様　
８５

【
群
馬
】吾
妻
郡
草
津
町　

岩
下
電
機　
　
　

岩
下
玄
様　
７６

【
埼
玉
】草
加
市
弁
天　

（
有
）関
根
電
機　

　
　
　
　
　
　

関
根
建
治
様　
６２

【
東
京
】三
鷹
市
大
沢　

市
川
電
研
社　

市
川
行
夫
様　
６５

【
東
京
】
多
摩
市
連
光
寺　

珂
マ
ル
サ
電
工　

　
　
　
　
　

佐
々
木
熊
一
様　
５４

【
愛
知
】
豊
橋
市
小
綴
町　

高
田
電
気
工
事　

　
　
　
　
　

高
田
美
智
雄
様　
７０

【
京
都
】
京
都
市
西
京
区
樫
原
里

ノ
垣
外
町　

協
和
電
工　
　

佐
藤
正
三
様　
７０

【
大
阪
】
摂
津
市
正
雀　

梶
岡
電
業
珂

　
　
　
　
　
　

梶
岡
忠
義
様　
７４

【
大
阪
】
羽
曳
野
市
は
び
き
の　

協
和
電
工　
　

古
岡
悦
次
様　
５４

【
山
口
】
宇
部
市
大
字
上
宇
部　

ノ
ウ
ミ
電
工　

野
海
義
則
様　
６３

【
愛
媛
】
松
山
市
和
泉
北　

竹
国
電
機
工
業
所　

　
　
　
　
　
　

森
日
出
亀
様　
５７

【
佐
賀
】
三
養
基
郡
三
根
町　

古
賀
電
気
工
事
店　

　
　
　
　
　
　

古
賀
一
好
様　
６５

　

大
口
需
要
、
連
続
増
で
堅
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
推
移

総
需
要
電
力
量
速
報
8
月
分

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
電
力
・

ガ
ス
事
業
部
電
力
市
場
整
備
課

は
、
平
成　

年
8
月
分
の
総
需

14

要
電
力
量
の
速
報
を
発
表
し
た
。

　

8
月
の
電
気
事
業
者
の
販
売

電
力
量
に
自
家
発
自
家
消
費
等

を
加
え
た
総
需
要
電
力
量
は
対

前
年
同
月
比
2
・
6
％
増
の
9

5
7
億
鯵
ｈ
と
プ
ラ
ス
に
転
じ

た
。

　

こ
の
う
ち
、
一
般
電
気
事
業

者　

社
の
販
売
電
力
量
は
、
8

10
3
4
億
鯵
ｈ
で
同
2
・
7
％
増
、

共
火
等
は　

億
鯵
ｈ
で
同
2
・

17

3
％
増
、
自
家
発
は
1
0
4
億

鯵
ｈ
で
同
1
・
8
％
増
。

　

一
般
家
庭
で
使
用
さ
れ
る
契

約
区
分
（
従
量
電
灯
）
を
含
む

電
灯
計
は
、
8
月
の
気
温
が
東

日
本
を
中
心
に
前
年
に
比
べ
て

高
め
に
推
移
し
た
こ
と
で
冷
房

需
要
が
増
加
し
た
こ
と
や
検
針

期
間
が
前
年
に
比
べ
て
長
か
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
同
4
・
8
％

増
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
等
を

中
心
と
し
た
業
務
用
電
力
に
お

い
て
は
、
契
約
鯵
数
の
伸
び
が

低
調
で
あ
っ
た
も
の
の
、
電
灯

と
同
様
に
高
気
温
の
影
響
に
よ

る
空
調
設
備
の
稼
働
増
加
に
よ

り
、
同
2
・
0
％
増
。

　

産
業
需
要
で
あ
る
大
口
電
力

需
要
で
は
、
主
要
業
種
の
う
ち

需
要
規
模
の
大
き
い
鉄
鋼
業
に

お
い
て
は
ア
ジ
ア
向
け
輸
出
が

堅
調
に
推
移
し
4
ヶ
月
続
け
て

増
加
。
ま
た
化
学
、
非
鉄
金
属
、

機
械
の
各
業
種
は
Ｉ
Ｔ
関
連
の

生
産
増
加
等
に
よ
り
増
加
。

捌
煙
捌
煙
捌
煙
捌
煙
捌
煙
捌
煙
捌
煙
捌
煙
捌
煙
捌
煙
捌
煙
捌
煙
捌
煙
捌
煙
捌
煙
捌
煙
捌
煙
捌
煙
捌
煙
捌

言
し
て
い
る
。

　

太
陽
光
発
電
や
太
陽
熱
を
利

用
す
る
こ
と
で
電
気
代
を
節
約

し
た
り
、
都
市
部
で
の
屋
上
緑

化
を
進
め
る
こ
と
で
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
の
抑
止
に
、
ま
た
そ

の
緑
へ
の
散
水
を
雨
水
利
用
す

る
な
ど
対
策
を
具
体
的
に
例
示
。

さ
ら
に
住
宅
そ
の
も
の
を
長
寿

命
の
木
造
住
宅
に
す
れ
ば
、
木

の
家
が
二
酸
化
炭
素（
C
o
２
）

の
貯
蔵
庫
と
な
り
伐
採
か
ら
植

林
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
生
み
出

す
た
め
、
C
o
２
を
吸
収
す
る

森
林
の
整
備
に
も
役
立
つ
。

　

ま
た
、
身
近
な
例
と
し
て
は
、

断
熱
性
を
高
め
る
カ
ー
テ
ン
や

ブ
ラ
イ
ン
ド
。
直
射
日
光
を
防

ぎ
、
風
通
し
も
よ
く
冷
房
効
率

を
上
げ
る
「
す
だ
れ
」、
長
寿
命

で
経
済
的
な
電
球
型
蛍
光
ラ
ン

プ
の
使
用
な
ど
も
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
小
冊
子
の
入
手
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
省
地

球
環
境
局
地
球
温
暖
化
防
止
国

民
生
活
推
進
室
、
℡
0
3
（
5

5
2
1
）
8
3
4
1
ま
で
。

　

来
年
5
月　

日
か
ら　

日
ま

12

21

で
の　

日
間
、
大
阪
府
・
大
阪

10

市
の
大
阪
国
際
会
議
場
に
お
い

て
第
3
回
世
界
太
陽
光
発
電
世

界
会
議
（
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
倆
3
）

及
び
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関

（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
の
第
4
回
エ
グ
ゼ

グ
テ
ィ
ブ
会
議
が
相
次
い
で
開

催
さ
れ
る
。

　

日
本
は
1
9
9
9
年
に
太
陽

光
発
電
導
入
及
び
生
産
量
共
に

世
界
一
と
な
り
、
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
で
も
2
0
1
0
年
の
導

入
目
標
が
示
さ
れ
る
な
ど
世
界

の
太
陽
光
発
電
に
お
け
る
リ
ー

ダ
ー
国
と
な
っ
て
い
る
。

　

太
陽
光
発
電
に
関
す
る
国
際

会
議
は
、
こ
れ
ま
で
米
国
、
欧

州
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
の

3
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
定
期
的
に

実
施
さ
れ
て
お
り
、
世
界
会
議

は
こ
れ
ら
の
3
地
区
で
の
国
際

会
議
を
合
同
で
実
施
す
る
も
の

で
、
ほ
ぼ
4
年
お
き
に
開
催
さ

れ
て
い
る
。

　

第
１
回
は
米
国
（
ハ
ワ
イ
）
、

第
２
回
は
欧
州
（
ウ
ィ
ー
ン
）

で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
回
日

本
（
大
阪
）
で
の
開
催
が
第
３

回
目
。
一
方
（
I
E
A
）
エ
グ

ゼ
ク
テ
ィ
ブ
国
際
会
議
も
ほ
ぼ

5
年
お
き
に
行
わ
れ
、
第
1
回

シ
シ
リ
ー
島
（
タ
オ
ル
ミ
ナ
）、

第
2
回
米
国
（
ア
イ
ダ
ホ
）
、
第

3
回
イ
タ
リ
ア
（
ベ
ニ
ス
）
に

続
き
、
日
本
（
大
阪
）
で
第
4

回
が
開
催
さ
れ
る
。

　

こ
の
2
つ
の
世
界
会
議
は
2

0
0
3
年
5
月
に
初
め
て
同
一

会
場
で
開
催
さ
れ
、
日
米
欧
を

初
め
と
す
る
世
界
各
地
か
ら
学

術
研
究
者
、
政
府
行
政
機
関
、

電
気
事
業
者
、
太
陽
光
発
電
産

業
な
ど
の
関
係
者
が
一
堂
に
大

阪
へ
結
集
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

併
設
さ
れ
る
太
陽
光
発
電
世

界
会
議
展
示
会
は
、
両
会
議
参

加
者
約
2
、
0
0
0
人
と
官
公

庁
、
教
育
関
連
、
電
力
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
連
、
太
陽
電
池
・
周

辺
機
器
・
住
宅
・
建
設
関
連
企

業
な
ど
国
内
一
般
来
場
者
計
約

1
0
、
0
0
0
人
の
来
場
を
予

定
し
て
い
る
。

エネ庁

エ
コ
住
宅
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

環

境

省

小
冊
子
発
行

身
近
で
で
き
る
環
境
対
策

世
界
太
陽
光
発
電
の
集
い

世
界
中
の
技
術
が
結
集

大阪で来年
5 月に開催

広告スペース



全 日 電 工 連 平成 14 年 11月 1 日(第３種郵便物認可) (12)第 404号

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿 皿
皿 皿
皿 皿
皿 皿
皿 皿
皿 皿
皿 皿
皿 皿
皿 皿
皿 皿
皿 皿
皿 皿
皿 皿
皿 皿
皿 皿
皿 皿
皿 皿
皿 皿
皿 皿
皿 皿
皿 皿
皿 皿
皿 皿

皿 皿

皿 皿

　

今
年
で　

回
目
の
開
催
に
当

27

た
る
同
セ
ミ
ナ
ー
は
三
重
県
電

気
工
事
業
工
業
組
合
に
よ
る
会

場
設
営
の
下
、
愛
知
・
岐
阜
・

三
重
・
長
野
・
静
岡
の
中
部
5

県
役
員
及
び
青
年
部
代
表
1
2

0
余
名
が
出
席
し
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

現
在
の
不
況
下
に
お
け
る
電
気

工
事
業
界
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
に

対
応
し
解
決
す
べ
く
、
連
合
会

及
び
連
合
会
青
年
部
に
よ
る
混

成
の
開
催
に
い
た
っ
た
。

業
界
発
展
の
テ
ー
マ
を

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳
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拳
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拳
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拳

拳

拳

拳

拳
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拳
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拳
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拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳
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拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳
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拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳

拳 拳

拳 拳

　

第
一
日
目
は
、
北
村
昭
五
同

連
合
会
副
会
長
（
長
野
県
工
組

理
事
長
）
に
よ
る
開
会
の
こ
と

ば
に
続
き
、
加
藤
金
太
郎
同
連

合
会
会
長
が
「
こ
の
経
営
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
い
つ
も
そ
の
時
々

に
発
生
し
た
問
題
や
課
題
に
つ

い
て
討
論
し
、
不
況
克
服
の
た

め
の
何
ら
か
の
き
っ
か
け
を
つ

か
む
た
め
に
開
催
し
て
い
る
。
」

と
同
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
意
義
を

説
明
し
た
あ
と
、「
全
日
電
工
連

で
率
先
し
て
進
め
て
い
る
提
案

型
技
術
営
業
の
推
進
、
電
気
事

業
法
改
正
に
伴
う
定
期
調
査
業

務
へ
の
参
入
を
現
在
二
つ
の
柱

と
し
て
組
合
業
務
を
推
進
し
て

い
る
が
、
そ
ろ
そ
ろ
具
体
的
に

実
を
つ
け
つ
つ
あ
る
。
民
間
、

官
庁
と
ハ
コ
モ
ノ
的
な
大
き
な

仕
事
が
ど
ん
ど
ん
減
少
す
る
な

か
、
た
と
え
小
さ
な
仕
事
を
丹

念
に
請
け
負
っ
て
い
く
意
味
で

も
こ
う
し
た
事
業
は
重
要
だ
」

と
、
力
強
く
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
講
演

会
で
は
、
尼
寺
で
あ
る
関
地
蔵

院
住
職
の
宮
本
光
順
氏
が
『
凛

（
り
ん
）
と
し
て
生
き
る
』
と

題
し
て
自
ら
の
半
生
を
振
り
返

り
な
が
ら
、「
常
識
に
こ
だ
わ
ら

ず
自
由
奔
放
に
生
き
る
」「
元
気

に
生
き
る
」
こ
と
の
重
要
性
を

臨
場
感
豊
か
に
、
ま
た
時
に
は

面
白
可
笑
し
く
語
り
、
出
席
者

一
同
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

た
。

　

二
日
目
は
、
午
前
9
時
か
ら

参
加
者
全
員
が
2
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
、
意
見
発
表
と
討
論

を
行
っ
た
。
な
お
、
今
回
は
例

年
青
年
部
が
中
心
と
な
っ
て
い

た
第
3
分
科
会
は
な
く
、
そ
の

代
わ
り
2
つ
の
分
科
会
に
お
け

る
意
見
発
表
者
は
全
て
連
合
会

青
年
部
会
員
及
び
連
合
会
青
年

部
O
B
会
員
で
構
成
さ
れ
た
。

　

第
１
分
科
会
（
座
長　

飯
田

秀
爾
三
重
県
電
工
組
常
任
理

事
）
で
は
、
『【
組
織
】
今
、
求

め
ら
れ
る
組
合
事
業
と
運
営
』

①
規
制
緩
和
に
よ
る
環
境
変
化

へ
の
対
応
②
少
子
高
齢
化
・
環

境
問
題
重
視
の
社
会
に
お
け
る

電
気
工
事
業
③
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
築
に
よ
る
組
織
の
活
性

化
を
、
ま
た
、
第
2
分
科
会

（
座
長　

宮
嶋
賢
一
愛
知
県
電

工
組
副
理
事
長
）
で
は
、
『【
経

営
】
勝
ち
組
に
な
る
た
め
の
経

営
戦
略
・
戦
術
』
①
勝
ち
組
に

な
る
た
め
の
経
営
者
の
決
意
②

提
案
営
業
・
新
分
野
進
出
等
の

受
注
拡
大
策
③
原
価
管
理
徹
底

等
の
コ
ス
ト
低
減
策
、
と
い
う

テ
ー
マ
を
各
々
設
定
し
、
各
県

の
青
年
部
会
員
及
び
O
B
会
員

が
1
名
ず
つ
計　

名
そ
れ
ぞ
れ

10

意
見
発
表
を
お
こ
な
い
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
討
議
を
展
開
し
た
。

　

い
ず
れ
も
時
宜
を
得
た
内
容

で
討
議
の
種
は
尽
き
ず
、
2
時

間
に
及
ぶ
活
発
な
意
見
交
換
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
全
体
会
議

に
も
ど
り
、
分
科
会
の
各
座
長

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
と
め
を
発
表

し
て
、
同
セ
ミ
ナ
ー
の
日
程
を

全
て
終
了
し
た
。

　

規
制
緩
和
に
よ
り
市
場
の
垣

根
が
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
ガ
ス
や
水
道
関
係
な
ど
の
工

事
に
携
わ
れ
る
よ
う
多
種
多
様

の
資
格
を
取
得
し
、
他
業
界
や

異
業
種
へ
移
入
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
の

資
格
取
得
の
た
め
の
様
々
な
講

習
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
。

　

高
齢
化
問
題
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
増
え
て
い

く
高
齢
者
世
帯
が
住
み
や
す
い

環
境
、
す
な
わ
ち「
安
心
」や「
安

全
」
を
考
え
た
設
備
を
推
進
し

提
供
で
き
れ
ば
大
き
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
に
繋
が
る
可
能
性

が
大
い
に
あ
る
。

　

ま
た
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
細
部
ま
で
構
築
さ
れ
れ
ば
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
フ
ル
に
活
用

で
き
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
色
々

な
情
報
が
得
ら
れ
た
り
、
メ
ー

ル
等
の
や
り
取
り
に
よ
り
組
合

員
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
が
更

に
強
固
な
も
の
と
な
り
、
ひ
い

て
は
組
合
組
織
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
は
ず
で
あ
る
。

　

今
回
こ
の
様
に
連
合
会
並

び
に
連
合
会
青
年
部
の
混
成

に
よ
る
分
科
会
発
表
・
意
見

交
換
が
連
合
会
役
員
及
び
連

合
会
青
年
部
代
表
者
の
ご
理

解
ご
協
力
に
よ
り
大
成
功
の

う
ち
に
開
催
出
来
ま
し
た
こ

と
を
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

全
国
の
青
年
部
会
員
各
位

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
後

の
事
業
活
動
等
に
今
回
の
中

部
に
お
け
る
セ
ミ
ナ
ー
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
是
非
、
活

発
に
行
な
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
全
日
電
工
連
と
青

年
部
と
の
組
織
の
在
り
方
に

つ
き
ま
し
て
も
今
一
度
双
方

が
見
直
し
、
よ
り
一
層
の
電

気
工
事
業
界
の
発
展
を
目
指

し
て
行
く
こ
と
が
重
大
且
つ

責
務
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
っ

た
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
い
く
こ

と
が
青
年
部
に
課
せ
ら
れ
た

役
割
で
あ
る
と
実
感
い
た
し

ま
し
た
。

　

勝
ち
組
に
残
る
た
め
に
は
各

社
独
自
の
強
み
を
広
く
詳
細
に

ア
ピ
ー
ル
し
、
発
想
の
転
換
を

図
り
、
同
業
他
社
と
の
差
別
化

を
明
確
に
す
る
。

　

提
案
営
業
・
新
分
野
で
の
受

注
拡
大
に
つ
い
て
は
、
自
社
の

営
業
展
開
の
幅
を
よ
り
大
き
く

し
、
顧
客
に
対
し
て
更
に
Ｐ
Ｒ

す
る
。
す
で
に
取
引
の
あ
る
得

意
先
や
過
去
の
顧
客
に
対
し
て

は
も
う
一
度
訪
問
・
開
拓
す
る
。

異
業
種
の
資
格
を
取
得
す
る
。

　

コ
ス
ト
削
減
に
つ
い
て
は
、

仕
入
れ
材
料
の
コ
ス
ト
を
出
来

る
だ
け
削
減
す
る
。
あ
ら
ゆ
る

ム
リ
・
ム
ラ
・
ム
ダ
を
徹
底
し

て
無
く
す
。
生
産
性
の
向
上
を

図
る
。
年
功
序
列
で
は
な
く
能

力
主
義
で
対
応
す
る
。
資
材
等

の
一
括
購
入
を
実
施
す
る
。

　

中
部
電
気
工
事
業
組
合
連
合
会
青
年
部
（
島
田
勝
利
会
長　

以
下
連
合
会
青
年
部
）
は　

月
1
、
2
日
の
二
日
間
、
三
重
県

10

津
市
内
の
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
津
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

中
部
電
気
工
事
業
組
合
連
合
会
（
加
藤
金
太
郎
会
長　

以
下
連

合
会
）
主
催
の
平
成　

年
度
第　

回
経
営
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し

14

27

た
。
同
セ
ミ
ナ
ー
は
同
連
合
会
の
毎
年
の
恒
例
行
事
で
既
に　
26

回
の
実
績
を
重
ね
定
着
し
て
お
り
、
例
年
分
科
会
を
設
け
、
中

部
5
県
役
員
・
青
年
部
代
表
か
ら
活
発
な
意
見
報
告
と
そ
の
集

約
を
通
じ
て
電
気
工
事
業
界
の
現
状
把
握
と
将
来
展
望
に
役
立

て
て
い
る
。
特
に
連
合
会
青
年
部
に
委
ね
ら
れ
る
分
科
会
で
は
、

よ
り
活
発
で
白
熱
し
た
意
見
発
表
が
毎
年
な
さ
れ
て
い
る
。

愛
知
県
代
表　
　

内
藤
敏
幸

岐
阜
県
代
表　
　

瀬
口
幹
浩

三
重
県
代
表　
　

上
田
浩
市

長
野
県
代
表　
　

大
田
敬
壹

静
岡
県
代
表　
　

遠
藤　

明

愛
知
県
代
表　
　

児
玉
昭
徳

岐
阜
県
代
表　
　

小
鷹
純
一

三
重
県
代
表　
　

森
井
貞
彦

長
野
県
代
表　
　

横
川
健
太

静
岡
県
代
表　
　

植
田
浩
行

第
一
日
目

第
二
日
目

第
一
分
科
会

第
二
分
科
会

意 
見 
発 
表 
者

敬
称
略

順
不
同

第二分科会 まとめ

訪問・開拓　

　 受注拡大

同
連
合
会
青
年
部
の
島
田
勝
利
会
長

第一分科会 
ま と め

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

　
　
　

を
フ
ル
活
用

中部電気工事業組合連合会青年部
三重県津市で開催 中部連合会の経営セミナーに参加

第
一
分
科
会
（
上
）
と

第
二
分
科
会
（
下
）
の
意
見
発
表
者

中
部
5
県
か
ら
役
員
及
び

青
年
部
代
表
1
2
0
余
名
が
出
席

講演会講師の宮本住職 第二分科会の宮嶋氏 第一分科会の飯田氏

青年部会長の島田氏

次代を担う

われらが青年部
シ
リ
ー
ズ
①

広告スペース
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